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研究開発（平成 27年度指定，第４年次）実施報告書発刊にあたって 

 

 

京都教育大学附属高等学校長 榊原典子 

 

 

平成 27年度から指定を受けました第４期スーパーサイエンスハイスクール（SSH）事業も４年目とな

り，最終段階を迎えました。ここに，第４次の実施結果についてご報告いたします。 

はじめに、SSH 創設期から指定を受けて参りました本校３期にわたる研究開発の歩みを概括しておき

ます。第１期（平成 14～16 年度）では，「科学技術・開発に意欲的に取り組む人間の基礎をつくる理数

教育の研究開発」と題して，入学年の１学級に自然科学コース（SSH クラス）を開設し，理科・数学の

授業時数を増やすとともに，高大連携を重視したカリキュラム開発とその実施に取り組みました。続く

第２期（平成 17～21年度）では，課題設定を「国際性，論理性，創造性を兼ねそなえた科学技術研究・

開発能力の基礎となる理科・数学教育ならびに指導者育成に関する研究開発」とし，第１期の取組を全

校生徒に拡大させ，その一つとしてスーパーサイエンスクラブ（SSC）の体制を確立しました。SSC は，

理数科学にとどまらず，社会的な事象との関係も含めて多様な分野にわたるテーマを設定し，これらの

研究や研修に全校生徒が自主的に参加できる課外活動形式の取組で，これは現在もなお多くの生徒に支

持されています。さらに第３期（平成 22～26年度）では，「（ア）拠点校として，地域高等学校全体の科

学教育力向上（イ）高大接続・連携による，理数系教員の資質向上（ウ）国際交流，多様な環境下での

創造的科学研究能力の基盤形成」と題し，本校を拠点として地域の他校と連携したスーパーサイエンス

ネットワーク（SSN）を形成し，合同で共同実験研修プログラム等を実施してきました。これについても

引き続き交流校とのつながりを持ち，理数科教育の増進と SSH成果の地域への普及に努めています。 

この第４期では,今までの研究開発を基礎にして，課題を「科学技術イノベーション創出『kyo2サイエ

ンスプログラム』による人材育成」とし，①知識の融合と深化，②他者との協働，③新しい科学的価値

の創造を目指して，理科４領域を融合した新科目「トータルサイエンス」の研究開発と「課題研究ベー

シック」の設定，教科連携型のパフォーマンス課題を取り入れたアクティブ・ラーニング型授業の実践

および課題研究を中心とした教材・評価基準の研究開発を行っています。平成 30年度の活動としては,

新学習指導要領での探求的な学習の先行も意識し,「新しい価値の創造」に関わる教科連携型のアクテ

ィブ・ラーニング型授業を推進し,また「他者との協働」をめざすサイエンスコミュニケーションについ

ては，引き続き SSN拠点校として京都府下高等学校の連携校と合同活動について企画を実施して参りま

した。今年度の活動とその成果の一端は,平成 30年度 SSH生徒研究発表会や本校の授業公開ならびに教

育実践研究集会等を通じ発信しています。これら一連の活動をまとめました本報告書をご覧いただき，

最終段階を迎えました本校の研究開発に忌憚のないご意見やご助言をいただければ幸いです。 

最後になりましたが、本校の SSH の取組にあたり，運営指導委員の皆様方のご指導ならびにご助言，

関係大学と関係機関及び関係企業の方々のご指導とご協力に深く感謝申し上げます。また，文部科学省，

科学技術振興機構の関係各位のご指導とご支援に対しても謝意を表します。 

 



別紙様式１－１ 

京都教育大学附属高等学校 指定第４期目 27～31 

 

❶平成３０年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

① 研究開発課題  

科学技術イノベーション創出「kyo2 サイエンスプログラム」による人材育成 

 ② 研究開発の概要  

「kyo2 サイエンスプログラム」の実践と汎用化を目指したプログラムの Can-Do リスト作成のた

め，本学と連携した「教育課程研究委員会」を組織し，次のような研究開発を進める。 

（１）理科の４領域を融合した新科目「トータルサイエンス」の研究開発を進めるとともに，理科を

中心とした教科連携型の教育課程の編成を行い，すべての教科においてパフォーマンス課題を積極

的に取り入れた，アクティブラーニング型の授業の実践を行う。 

（２）各教科でのコミュニケーション能力の育成を目指した授業と連携し，附属幼・小・中・特別支

援学校の児童生徒に対して，高等学校で学んでいるサイエンスを伝えるサイエンスコミュニケーシ

ョン体験プログラムの開発と実践を行う。 

（３）探究型課外活動スーパーサイエンスクラブ（SSC）・スーパーサイエンスネットワーク（SSN）

活動を深化させるために授業との連携を強化するとともに，課外活動のプログラム化を図る。 

③ 平成３０年度実施規模  

全校生徒を対象とする。（１年生 201 名，２年生 183 名，３年生 199 名，計 583 名） 

 ④ 研究開発内容  

○研究計画 

＜第１年次（平成 27 年度）＞ 

（１）「kyo2 サイエンスプログラム」の Can-Do リスト開発に向けた検討 

（２）アクティブラーニング型教育課程の研究開発 

（３）サイエンスコミュニケーション活動の開発・実践 

（４）SSC・SSN 活動のプログラム化に向けた検討 

（５）生徒による課題研究発表会の実施 

＜第２年次（平成 28 年度）＞ 

（１）「kyo2 サイエンスプログラム」の Can-Do リスト開発に向けた検討 

（２）アクティブラーニング型教育課程の研究開発 

（３）サイエンスコミュニケーション活動の開発・実践 

（４）SSC・SSN 活動のプログラム化に向けた開発 

（５）生徒による課題研究発表会の実施 

＜第３年次（平成 29 年度）＞ 

（１）「kyo2 サイエンスプログラム」の Can-Do リストの研究開発 

（２）アクティブラーニング型教育課程の研究開発・実践・改善 

 ａ．理科の教育課程について 

  ◇１年生「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」の教材テキスト化とルーブリックの一般化の検討 

  ◇２年生「ﾃｸﾆｶﾙｻｲｴﾝｽ」･「ｱｰｽｻｲｴﾝｽ」の改善，「課題研究ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ」の課題改善 

  ◇３年生「ｼﾝｷﾝｸﾞｻｲｴﾝｽ」･「ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｻｲｴﾝｽ」の研究開発･実践,「課題研究ｽｰﾊﾟｰ」の開発･実践 

 ｂ．その他教科の教育課程について 

  ◇２年生の各教科におけるﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題の改善 

  ◇３年生の各教科におけるﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題の検討 

（３）サイエンスコミュニケーション活動の開発・実践・改善 

 ａ．１年生におけるｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動の改善と実践 

 ｂ．課外活動 SSC でのｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動の開発・実践 

（４）SSC・SSN 活動のプログラム化の実践 



 ａ．課外活動活性化につながる授業教材の改善 

 ｂ．SSC・SSN のプログラム化の研究と外部コンクール参加強化 

（５）生徒による課題研究発表会の実施 

（６）本学・本校共催の「教育実践研究集会」における経過報告 

＜第４年次（平成 30 年度）＞ 

（１）「kyo2 サイエンスプログラム」の Can-Do リストの開発と実践 

（２）第１年次から第３年次までの取組の改善 

（３）新科目「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」の教材テキスト化と評価基準一般化に向けた開発と実践 

（４）サイエンスコミュニケーション活動の実践・改善と普及 

（５）SSC・SSN 活動のプログラム化の検証 

（６）生徒による課題研究発表会の実施 

＜第５年次（平成 31 年度）＞ 

（１）「kyo2 サイエンスプログラム」の Can-Do リストの汎用化と普及 

（２）新科目「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」の教材テキスト化並びに評価基準一般化と普及 

（３）サイエンスコミュニケーション活動の普及 

（４）SSC・SSN 活動のプログラム化の一般化 

（５）生徒による課題研究発表会の実施 

（６）本学・本校共催の「教育実践研究集会」において全教科による成果発表 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

①必要となる教育課程の特例とその適用範囲 

 次表で示す学校設定科目を開設し，必履修科目並びに総合的な学習時間の代替科目とする。 

（ⅰ）学校設定科目を必履修科目の代替とするもの 

教科 設置する学校設定科目 単位 履修対象 必要となる教育課程の特例 

理科 

トータルサイエンス ４ １年全員 「物理基礎」「物理」 

「化学基礎」「化学」 

「生物基礎」「生物」 

「地学基礎」を設置しない 

テクニカルサイエンス ６ ２年理系選択者 

シンキングサイエンス ６ ３年理系選択者 

アースサイエンス ２ ２年文系選択者 

数学 数理基礎 ６ １年全員 「数学Ⅰ」「数学Ａ」を設置しない 

情報 インフォメーションサイエンス  ２ １年全員 「科学と情報」を設置しない 

家庭 ヒューマンライフサイエンス ２ ２年全員 「家庭総合」を設置しない 

（ⅱ）学校設定科目を総合的な学習時間の代替とするもの 

教科 設置する学校設定科目 単位 履修対象 活動内容 

理科 

課題研究ベーシック １ １年全員 
科学を中心とした総合的な課題研究

活動 
課題研究アドバンス ２ ２年理系選択者 

課題研究スーパー ２ ３年理系選択者 

外国語 
英語総合Ⅰ １ ２年文系選択者 グローバル化に対応した総合的な英

語の探究学習 英語総合Ⅱ １ ３年文系選択者 

① 教育課程の特例に該当しない教育課程の変更 

 次表で示す学校設定科目を開設する。 

教科 設置する学校設定科目 単位 履修対象 設置する学校設定科目 単位 履修対象 

国語 古典探究Ⅰ ２ ２年文系選択者 古典探究Ⅱ ２ ３年文系選択者 

地歴 歴史探究 ４ ３年文系選択者  

数学 数理探究Ⅰ ７ ２年理系選択者 数理探究Ⅱ ６ ３年理系選択者 

理科 ユニバーサルサイエンス  ２ ３年文系選択者    

外国語 
グローバル英語Ⅰ ３ １年全員 グローバル英語Ⅱ ２ ２年全員 

グローバル英語Ⅲ ２ ３年全員    

 



○平成３０年度の教育課程の内容 

 「❹関係資料 資料１ 教育課程表」参照 

○具体的な研究事項・活動内容 

（１）課題研究を推進する総合的な思考力・判断力・コミュニケーション能力の育成をふまえた，理

科を中心とした教科連携のアクティブラーニング型教育課程の編成と実践 

①「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」および「課題研究ﾍﾞｰｼｯｸ」の取組（理科） 

第１学年を対象に取り組んだ。「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」において，各教科共通に【『右』･『左』】をテ

ーマに設定し｢課題研究ﾍﾞｰｼｯｸ｣と連携しながら各科目における授業を展開した。また、｢課題研

究ﾍﾞｰｼｯｸ｣において，数学科，国語科，英語科，情報科と連携し，教科横断的な実践を行った。さ

らに本校での実践を元に国語科・理科教員が SSN 交流校へ出向き，古典と理科３領域の融合及

びアクティブラーニング型協働授業を実施した。 

②「ﾃｸﾆｶﾙｻｲｴﾝｽ」および「課題研究ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ」の取組（理科） 

第２学年を対象に取り組んだ。物質・生命・ｴﾈﾙｷﾞｰ領域それぞれをより専門的に学習し，「課

題研究ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ」と連携しながら，「思考を促す発問」，「グループ学習」，「ディスカッション

やプレゼンテーション等のパフォーマンス課題」の３点を重点に取り組んだ。 

③「数理基礎」「数理探求」の取組（数学科） 

１年生を対象に「数学Ⅰ」「数学Ａ」の学習内容をふまえた「数理基礎」，２・３年生を対象

に「数学Ⅱ」「数学Ｂ」「数学Ⅲ」の学習内容をふまえた「数理探求」を実施した。普段の授業

においていかに他者との協働を引き出すか，をテーマに取り組んだ。 

④「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ英語」の取組（英語科） 

全学年を対象に「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ英語」，２・３年生を対象に「英語総合」を設置し，発信力・表現力

の伸長を発展的に取り扱った。また，「課題研究ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ」と連携し，英語で発表できる力の育成

に努めた。 

⑤「ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｻｲｴﾝｽ」の取組（情報科） 

１年生を対象に，「ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｻｲｴﾝｽ」を設置し，他教科と融合した授業の取組の改善を図ると

ともに，ルーブリックを考案し，共同演習における評価の見える化に取り組んだ。 

⑥「ﾋｭｰﾏﾝﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」の取組（家庭科） 

２年生を対象に「ﾋｭｰﾏﾝﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」を設置した。おもに「調理科学」をテーマに，普段の食生活

を科学的な視点から考察させた。 

（２）グローバルな視点からのサイエンスコミュニケーション活動の実践 

①「課題研究ﾍﾞｰｼｯｸ」におけるサイエンスコミュニケーション活動の実践 

以前より継続してきた本学附属中学生を対象としたｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動を実施した。 

②国際性を育成するサイエンスコミュニケーション活動の実践 

７月に Japan-UK Science Workshop 2018 を英国ケンブリッジ大学を中心に実施した。英国高校

生との共同生活・共同実験，英語による発表やディスカッションなど国際的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の

育成を図った。 

③「課題研究ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ」における国立台中第一女子高級中学（台湾）との交流授業 

台湾との交流事業で国立台中第一女子高級中学の生徒と【ｲﾔﾌｫﾝを用いた光通信】作成の探究活

動に取り組んだ。生徒が英語を駆使して説明するなど，英語によるｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動を実践し

た。 

（３）探究型課外活動 SSC・SSN の深化とプログラム化 

①課題研究の深化を目的とした，SSC・SSN 活動の授業との連携強化 

授業との関連付けを強化するとともに，活動の精選を行った。 

②SSC・SSN 活動のプログラム化に向けた取組 

各 SSC･SSN を４つの領域に分類し，各取組の目指すねらいを明確にして，生徒自身が目的を持

って SSC･SSN を選択できるプログラム化を図った。 

 

 



 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による成果とその評価 

（１）課題研究を推進する総合的な思考力・判断力・コミュニケーション能力の育成をふまえた，理

科を中心とした教科連携のアクティブラーニング型教育課程の編成と実践 

①「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」および「ﾃｸﾆｶﾙｻｲｴﾝｽ」，「課題研究」の教育課程における設置 

「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」における理科各領域の融合が進展，さらに「課題研究ﾍﾞｰｼｯｸ」との連携が強化さ

れた。昨年度検証された「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」の取組が「課題研究」に与える影響，及び昨年度の成果で

ある理科と多くの教科との連携を受け，SSN 交流校へ出向いてプログラムの普及を試みた。 

②理科を中心とした教科連携 

理科と他教科および理科以外の教科間の連携を昨年に引き続き実施できた。｢ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ｣にお

いて 2 学期終盤より毎回の授業を数学科と連携して行うなど,質的な充実も見られる。多くの教

科が集まる SSH 企画・推進会議の定例開催の成果が表れている。 

③すべての教科におけるアクティブラーニング型授業の実践 

今年度も理科をはじめ，すべての教科において，ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ型授業の実践が行われた。理科

と新任国語科教員が実践するなどその裾野が広がっている。 

（２）グローバルな視点からのサイエンスコミュニケーション活動の実践 

①本学附属中学校生とのサイエンスコミュニケーション活動 

本学附属中学校でｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動を実践予定。また，本学において生徒研究発表会(ﾎﾟｽﾀｰｾ

ｯｼｮﾝ)を開催した。他者への発表の場を設けることは，研究に対してより真剣に取り組み，相手の

理解を深める工夫を図るようになった。特に，中学生に対しては，年齢の低い相手に伝わりやす

い言葉を選ぶなど，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成に寄与できる。 

②Japan-UK Science Workshop 2018 in Cambridge 

本年度は，平成 30 年 7 月 19 日～7 月 29 日の 10 泊 11 日で英国ケンブリッジ大学を中心に実施

した。英語を用いたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成，科学探究の深化，日英の文化的交流ができた。 

③国立台中第一女子高級中学（台湾）との交流事業 

台湾との交流事業で，協働の探究活動を実施し，英語でのｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動を実践できた。 

（３）探究型課外活動 SSC・SSN の深化とプログラム化 

約 20 の SSC･SSN 活動を４つの領域に分類し，各活動により育成できる力を明確にすることが

でき，生徒が活動を選択する際の目安が整理できた。SSN 活動も開発から９年目を迎え，京都府

内の高校に浸透してきた。SSH の成果を一般の高校に普及・還元できる取組となった。 

○実施上の課題と今後の取組 

（１）課題研究を推進する総合的な思考力・判断力・コミュニケーション能力の育成をふまえた，理

科を中心とした教科連携のアクティブラーニング型教育課程の編成と実践 

昨年度･本年度を通じて教科融合型授業を経験した教員が増えた。これまでは理科と他教科連携

の取り組みが中心であったが，理科以外の他教科間直接の連携授業を理科の視点で取り組み，イ

ノベーション創出につながる授業展開を試みることが視野に入ってきた。 

（２）グローバルな視点からのサイエンスコミュニケーション活動の実践 

国立台中第一女子高級中学（台湾）との交流授業は，次年度で４年目となる。当日の探究授業

が，その後の｢課題研究ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ｣のための準備期間の終点となるように位置づける。 

（３）探究型課外活動 SSC・SSN の深化とプログラム化 

プログラム化に向けたコース制の導入が課題であると同時に，誰もが参加できる SSC の側面を

なくさないような水平方向と垂直方向のバランスをとりながら，学校全体の科学教育力を高めら

れるプログラムの構築が求められる。 
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❷平成３０年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

①  研究開発の成果  

（１）課題研究を推進する総合的な思考力・判断力・コミュニケーション能力の育成をふまえた，理

科を中心とした教科連携のアクティブラーニング型教育課程の編成と実践 

①「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」「ﾃｸﾆｶﾙｻｲｴﾝｽ」「課題研究ﾍﾞｰｼｯｸ･ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ」の取組（理科） 

理科では，科学的知識の融合を目指した科目及びその実践の場として，第１学年全員必修の「ﾄｰ

ﾀﾙｻｲｴﾝｽ(4 単位)」「課題研究ﾍﾞｰｼｯｸ(以下課題研究Ｂ)(1 単位)」，第２学年理系必修の「ﾃｸﾆｶﾙｻｲｴﾝ

ｽ(6 単位)」「課題研究ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ(以下課題研究Ａ)(2 単位)」を設置している。 

第１学年における「課題研究Ｂ」「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」では，生徒の総合的な思考力・判断力・課題解決

能力・コミュニケーション能力の伸長を目指した。 

「課題研究Ｂ」における１年間の大まかな流れは以下の通りである。 

 １学期       ：探究の基礎力育成 

 夏季休業～２学期初旬：個人研究の実践と評価 

 ２学期中旬～３学期 ：グループ研究の実践と評価 

これらの取組は，生徒たちが作成したクラスの研究評価規準・発表評価規準をもとに作成した

ルーブリックにより相互評価させた。 

「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」は，今年度は各科目共通に【『右』･『左』】をテーマに設定し授業を展開した。

｢右･左｣という普段何気なく使っている言葉を物理･化学･生物の視点から見つめ直し，身近な事

物･現象を様々な視点から切り込むと新たな世界が見えてくることに気づかせることを目標とし

た。併せて「疑問・問い」を立てることの重要性を認識することも目標とした。 

第２学年で履修する「ﾃｸﾆｶﾙｻｲｴﾝｽ」と「課題研究Ａ」は，ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ型授業を展開し，総合的

な思考力・判断力・課題解決能力及びｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を養うことを目的とした。各授業において，

「思考を促す発問」「ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習」「ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝやﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ等のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題」を用いた。 

「課題研究Ａ」では，7～8 人１組のグループで５つのテーマについて研究し，11/22 に中間発表

1 を実施した。また 2/15 には中間発表 2 を予定している。テーマ設定や研究活動は物理･化学･生

物領域の本学教員をアドバイザーとし，本校理科教員との連携のもとに進めた。結果，本年度 2 月

の調査では 7 月の調査に比べて，学習とは｢記憶することである｣や｢強制的にやらされるものであ

る｣などの意識を持つ生徒の割合は減少し，｢自らを成長させるものである｣の割合は増加した。ま

た，探究心については受験を意識し始める時期の調査ではあったがもとから高かった割合が維持

できている。 

②理科を中心とした教科連携 

教科間の連携は，昨年度より多様な内容で実施できた。理科と数学科，理科と国語科，理科と国

語科･英語科その他様々な組み合わせで連携授業が実施された。また，国語科と英語科，情報科と

地歴公民科など理科以外の教科間の連携も実施された。このように「知識の融合」を意識した取組

が，単なる知識の注入ではなく，生徒が主体的に活動しながら学習できるｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ型授業とし

て実践できている。 

③すべての教科におけるアクティブラーニング型授業の実践 

（ア）「数理基礎」「数理探求」の取組（数学科） 

数学科では，１年次に「数理基礎」，２･３年次に「数理探求」を設置している。次期学習指導要

領では「理数探究」が新設予定であり，「他者との協働」を引き出すような授業形態が求められ，

さらに「課題学習」についても充実していく必要がある。そこで，数学科では「普段の数学授業に

おいて，いかに他者との協働を引き出すか」「課題学習を行うのに十分な時間を作り出すか」をテ

ーマに研究を進めた。 

授業方法としては，生徒主体のグループ学習を軸に進め，確認小テストを生徒同士で採点させる

などの取組を実践した。 

この方法により，問題のレベル設定が適切な場合は，グループによる協働が活発化するが，レベ

ル設定が簡単すぎたり難しすぎたりすると協働が見られないことが分かった。また，確認テストを

生徒どうしで採点させることで，今まで解答のみしか書かなかった生徒が，解答に至る道筋を他人

にわかるようにしっかりと書く様子が多く見られるようになったのは成果である。 



生徒主体のグループ学習を取り入れたことによって，課題学習にも取り組ませやすく，長期休 

を活用して事前に課題学習の内容を調べさせていたので，授業時間内でも十分に準備させるこ 

とができ，発表の機会を得ることができた。 

（イ）「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ英語」，「英語総合」の取組（英語科） 

SSH 第４期の目標達成のために，バランスの取れた 4 技能統合型の授業開発を目指して，特に 

発信力・表現力の育成を発展的に取り扱う「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ英語」および「英語総合」を科目として設 

置している。具体的な教育方法として以下の二つの特徴をあげる。 

・「教科横断･科目融合」による問題解決型・対話型の授業を展開し，生徒が主体となるｱｸﾃｨﾌﾞ 

ﾗｰﾆﾝｸﾞ型の授業開発 

・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ，ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ実習，ｴｯｾｲﾗｲﾃｨﾝｸﾞなどの発表活動を通した，｢即興性｣についてより 

重点をおいた発信力強化のための効果的な指導方法の開発 

本校では，平成 26 年度より 4 年間，附属桃山小学校・附属桃山中学校と共同して指定を受けてき

た「外国語教育強化地域拠点事業」の研究実績を活かし，今年度は，①4 年間の研究を通して培わ

れた指導方法や指導内容の地域への還元，②公立学校等教員に対する研修の提供による外国語教

育に関する教員の指導力の向上，の 2 点を中心に取り組みを整理し，推進してきた。その成果と

して，本校が SSH の成果を基盤に，公立学校教員の「先進的研修施設」としての機能を果たすよ

うになってきている。 

（ウ）「ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｻｲｴﾝｽ」の取組（情報科） 

１年生を対象に，「情報の科学」の各分野に関する基礎的な知識・技術をふまえ，創造的な能力，

科学的な考察力を養うとともに，授業における協働・共生を通じて主体的に活用できる人材を育成

することを目的とする科目「ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｻｲｴﾝｽ」を設置し，ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞによる生徒の主体的な学習

方法を積極的に導入した。昨年度実施した他教科と融合した取組の充実と，協同演習におけるルー

ブリックの運用に取り組んだ。 

(1)他教科との共同授業 

・理科「課題研究Ｂ」との連携 

情報分野の２テーマの指導を担当し，課題解決方法やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞなどの指導･助言を行った。そ

の成果は 11/22 の SSH/SGH-A 生徒研究発表会でポスター発表し，パソコンやスマートフォンな

どを用いたデモンストレーションを行った。 

・公民科「現代社会」との連携 

本校の所在地である京都市伏見区をテーマに設定し，伏見区における歴史・文化・経済などにつ

いてデータサイエンスの手法を取り入れた。また，情報科としてポスター作成に関わった。 

(2)ルーブリックの考案･運用 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝやﾎﾟｽﾀｰ発表において，ﾙｰﾌﾞﾘｯｸを作成し，自己評価と他者評価を行った。 

（エ）「ﾋｭｰﾏﾝﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」の取組（家庭科） 

生活を科学的視点から捉えさせ，探究的な学習内容につながるような教材の作成と，生徒の主体

的な学び・自ら考えようとする力を育成する授業方法の開発を目指した「ﾋｭｰﾏﾝﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」を第２

学年に設置している。 

本年度も，調理科学に視点をあて，実験・実習を通じてその原理と変化について学習した。また，

外部講師による専門的な講義を導入することで，科学的に事象を捉え，学んだ知識の深化に目指し

た。 

これらの成果として，実験・実習に取り組むことで，科学の面白さに気づき興味関心を深めるこ

とができた。また，グループによる協働学習を随時取り入れることは，主体的な学びにつながると

とともに発信力を高める機会となった。 

（２）グローバルな視点からのサイエンスコミュニケーション活動の実践 

①本学附属学校園におけるサイエンスコミュニケーション活動の実践 

高校生とは立場の異なる「他者（中学生など）」にわかりやすくｻｲｴﾝｽを伝えることを通じて，科

学的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成を図る取組である。 

本年度は，附属桃山中学校２年生を対象に 3 月の実施を予定している。活動内容は，「課題研究

Ｂ」で取り組んだ数学科と連携した課題研究についてのﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝである。 

②国際性の育成～UK-Japan Science Workshop 2018 in Cambridge～ 

国際性を高めるｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動として，日英共同のｻｲｴﾝｽﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを毎年，日本・英国交互

で開催している。30 年度は UK-Japan Science Workshop 2018 in Cambridge として英国ケンブ

リッジ大学を主会場として実施した。今年度で 14 回目を迎える事業ではあるが，毎年同じ内容の



繰り返しではなく，原子力の平和利用やナノテクノロジーの可能性など，時代に即した新しいテー

マで，参加した日英両国の高校生が，文化の違いを乗り越え，〈協働〉で１つのテーマについて実

験・実習・討論を積み重ねる。使用言語は原則英語で，参加した生徒はﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰの力を借り，英語

における表現力・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力・異文化理解の態度と能力を伸長することができた。こうした力は，

価値観の複雑化・多様化が急速に進む現代社会で活躍するための必須の資質であり，本ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

は，地域共創型グローバル・イノベーティブ・リーダーの育成に大きく寄与している。 

今回は，日本側から 25 名（本校生４名を含む），英国側から 25 名が参加し，10 泊 11 日の合宿

形式で，寝食を共にしながら１つのテーマについて実験・討論を積み重ね，最終日の公開発表会に

おいて英語によるﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ発表を行った。発表会では，本校生をはじめ日本の生徒も積極的に

英語で質問をし，議論がより深まった。こうした積極性は，今後国際的な学会での一層の活躍にも

繋がる可能性を感じさせた。事前学習として，英語によるﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技術向上を目指した実践演

習や，ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学での教授経験のある日本人研究者からの特別講義を実施した成果が如実に表

れた結果といえる。 

また，期間中に約半日の Teachers’ Forum（教員交流会）を実施し，参加教員は，ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ中に

ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学にて英国の科学教育システムに関する教授法について実践的に学ぶ機会があり，英

国の高校教員と交流の場を持ち，互いに科学に関するグローバル人材育成に関する諸問題への意

識を共有できた。この経験は，より効果的な教授法の開発に繋がるものと確信する。 

③国立台中第一女子高級中学（台湾）との交流授業 

２年生の「課題研究Ａ」の授業において，台湾との交流事業で国立台中第一女子高級中学と【ｲﾔ

ﾌｫﾝを用いた光通信】の探究活動を行い，生徒が英語を駆使して工夫して説明し，探究活動を行い

ながらｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動に努めた。 

（３）探究型課外活動ＳＳＣ・ＳＳＮの深化とプログラム化 

SSC 活動を，授業との連携を強化させることに加え，コース制をとりプログラム化を図ることを

研究開発課題に設定した。 

本年度は約 20 の SSC 活動を設定し，これらを４つのグループに分類し，各活動がどのような力

を育成できるのかが生徒が明確に認識し，各活動を選択する際の指標とすることができた。また，

「古典を科学する」という SSC 活動を，２年生古典の授業でも取り組むなど，授業との連携・深

化が進んできている。 

②  研究開発の課題   

（１）課題研究を推進する総合的な思考力・判断力・コミュニケーション能力の育成をふまえた，理

科を中心とした教科連携のアクティブラーニング型教育課程の編成と実践 

①「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」，「ﾃｸﾆｶﾙｻｲｴﾝｽ」，「課題研究Ｂ，Ａ」の取組（理科） 

「ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ」における融合分野の開発は，理科各領域を融合した取組を実施できた。しかし，そ

のプログラム数は蓄積しつつあるものの，今後１～２時間のプログラムをより多く開発し，その指

導案を公開・本年度のように他校にて出前授業をする機会を増やすことで，SSH のような特別な

教育課程を持たない一般の学校においても，実践しやすいプログラムが開発できると考えている。 

また，評価に関わるルーブリックの運用はできたものの，その真正性の検証を進めたい。そして，

課題研究における Can-Do リスト作成に向けて，継続的な研究・開発を推進する。 

②理科を中心とした教科連携 

教科連携による実施の効果についての評価方法は依然として課題である。しかしながら、理科と

して方法は一定のパターンができつつある。 

③すべての教科におけるｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ型授業の実践 

数学科，英語科，情報科，家庭科をはじめ各教科におけるｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ型授業が実践されてきて

いる点は成果である。一方，その評価方法をどうするかは各教科ごとに課題として抱えている。ル

ーブリックを作成しても，その評価規準の真正性は検証しきれていない。今後，汎用性のあるもの

を検証するには，SSN を活用し，本校生以外にも適用できるのかの検証が必要とされる。 

（２）グローバルな視点からのサイエンスコミュニケーション活動の実践 

今年度も実践的なｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動に生徒を参加させることができ、一定の形式を構築するこ

とができた。今後は，附属学校園や地域の公立中学校･小学校との連携の中で，活動の場の確保に

向けた改善を図っていきたい。 

また，31 年度は，UK-Japan Science Workshop 2019 を京都大学および本学において実施する。文

化交流など協働的サイエンスｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝにつながる取り組みでは，31 年度も実施する国立台中第一

女子高級中学との交流授業を大いに活かしたい。 



（３）探究型課外活動ＳＳＣ・ＳＳＮの深化とプログラム化 

各 SSC 活動がどのような力を育成するかの指標を示すことはできた。プログラム化という観点

でも宿泊を伴う活動について一部目処が立ってきた。SSH 企画・推進会議をさらに機能させ，さら

なる強化を図る。ただ，SSC は理系・文系問わず，生徒の自由意思で選択できるといった利点を損

なわないようにプログラム化を図りたい。文系の生徒にも積極的に広く科学的体験をさせるよう

なプログラム化をした水平展開と，理系生徒により高次元な科学的思考力を高めさせるプログラ

ム化をした垂直展開のバランスをとり，本校全体の科学的探究力を高めていくプログラム化の構

築を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



❸実施報告書（本文） 

１．研究開発の課題 

「科学技術イノベーション創出「kyo2サイエンスプログラム」による人材育成」 

本研究は，科学技術イノベーション創出のための人材育成を目的とし，イノベーションの芽を育むた

めの「知識の融合」，イノベーションシステムを駆動させるための「他者との協働」，イノベーションを

結実させるための新しい科学的な「価値の創造」を目指した「kyo2 サイエンスプログラム」を開発し，

実践していくものである。 

本校においては，これまでの SSH 研究開発において，生徒が主体的に学び，課題解決能力育成を目

指した教育課程の開発と，科学的知識を使用し，課題解決能力を必要とする課外活動の開発・推進を行

ってきた。その研究開発を基に「kyo2サイエンスプログラム」では，生徒個々のイノベーションの芽を

育むため，理科の４領域を融合した新科目を核とした教科連携型の教育課程の研究開発と実践において

科学的知識の融合をはかる。さらに，イノベーションシステムを駆動させるため，サイエンスコミュニ

ケーション活動の開発・実践を通して他者との協働を体験させる。そしてイノベーションの結実を目指

し，教育課程と融合した課外活動の深化プログラムの実践によって，多くの生徒に新たな科学的体験を

つませるシステムを構築し，新しい科学的な価値の創造を実現させ，科学技術イノベーション創出のた

めの人材育成を目指すものである。 

また，プログラムの Can-Do リストを作成し，他校でも実践できるようプログラムの汎用化を行い，

より多くの人材育成を進める 

以上の目的の達成のため，教育課程（→❹関係資料 資料１）に基づく学習活動とともに，本学と連

携した「教育課程研究委員会」を組織し，理科教育にとどまらず，教育学，教育評価法等，幅広い視野

を持って，次の３点を研究開発の課題と設定した。 

 

（１）理科の４領域を融合した新科目「トータルサイエンス」の研究開発を進めるとともに，理科を中心

とした教科連携型の教育課程の編成を行い，すべての教科においてパフォーマンス課題を積極的に取

り入れた，アクティブラーニング型の授業の実践を行う。 

（２）各教科でのコミュニケーション能力の育成を目指した授業と連携し，附属幼・小・中・特別支援学

校の児童生徒に対して，高等学校で学んでいるサイエンスを伝えるサイエンスコミュニケーション体

験プログラムの開発と実践を行う。 

（３）探究型課外活動スーパーサイエンスクラブ（SSC）・スーパーサイエンスネットワーク（SSN）活

動を深化させるために授業との連携を強化するとともに，課外活動のプログラム化を図る。 

 

 

２．研究開発の経緯 

前項「１．研究開発の課題」により，次項「３．研究開発の内容」で，研究課題ごとに記載する。 

 

 

３．研究開発の内容 

「１．研究開発の課題」にあげた３つの課題の解明のため，次の研究開発仮説を設定した。 

（ⅰ）理科を中心とした教科連携のアクティブラーニング型教育課程の編成は，すべて

の生徒に対して科学的知識の融合と深化を進める。 

（ⅱ）サイエンスコミュニケーション活動の実践は，生徒のコミュニケーション能力・

情報活用力を伸長し，他者との協働を強化させる。 

（ⅲ）授業内容との連携を図った課外活動のプログラム化と課題研究を深化させる取組

は，新しい科学的価値の創造を進める。 

これら３つの仮説を検証するために行った研究開発の内容・方法・検証は次の通りである。 

 

＜仮説（ⅰ）について＞ 

（１）理科４領域を融合した，アクティブラーニングを主体とした新科目「トータルサイエンス」およ

び「課題研究」の実践を踏まえた，理科の教育課程の再編と実践研究 

 

本研究の目標を達成するため，理科においては次図のような教育課程を編成し研究に取り組んだ。 



 
第１学年全員必修・・・トータルサイエンス（４単位），課題研究ベーシック（１単位） 

第２学年理系必修・・・テクニカルサイエンス（６単位），課題研究アドバンス（２単位） 

    文系必修・・・アースサイエンス（２単位） 

第３学年理系必修・・・シンキングサイエンス（６単位），課題研究スーパー（２単位） 

    文系必修・・・ユニバーサルサイエンス（２単位） 

 

＜３年間の課題研究の流れ＞ 

本研究の３つの開発・実践の中で，イノベーションシステムを駆動させるための「他者との協働」，

イノベーションを結実させるための新しい科学的な「価値の創造」を目指すための開発・実践を目的と

し１年生において全生徒を対象に「課題研究ベーシック（以下課題研究Ｂ）」（１単位），２・３年生にお

いては理系対象者にそれぞれ「課題研究アドバンス（以下課題研究Ａ）」（２単位），「課題研究スーパー

（以下課題研究Ｓ）」（２単位）を設置している。課題研究の実施においては本学（京都教育大学）と連

携を取り，様々なサポートをしていただくとともに，院生の TA を活用し，多面的な指導を目指す。 

３年間の課題研究における主な取組の目的と概要は以下に示す通りである。 

１年生 課題研究Ｂ（全生徒対象）（１単位） 

目的 科学的なものの考え方・探究活動の手法・研究発表の手法の習得 

概要 生活に密着した科学現象をテーマにグループによる探究活動 

「トータルサイエンス」（１年生履修の科目）との連携 

２年生 課題研究Ａ（理系選択者対象）（２単位） 

目的 課題研究のテーマ設定・探究活動の推進 

概要 より専門的な分野の主題設定 

「テクニカルサイエンス」（２年生履修の科目）との連携 

３年生 課題研究Ｓ（理系選択者対象）（２単位） 

目的 課題研究の深化・課題研究の成果発表 

概要 主体的な探究活動の取組 

「シンキングサイエンス」（３年生履修の科目）との連携 

 

①「課題研究Ｂ」および「トータルサイエンス」の取組 

ア．仮説「理科を中心とした教科連携のアクティブラーニング型教育課程の編成は，すべての生徒に 

して科学的知識の融合と深化を進める。」 

イ．研究方法・内容 

（ア）方法 

科学的なものの考え方・探究活動の手法・研究発表の手法を習得させることを目的とし，「課題研究

Ｂ」「トータルサイエンス」の実践を行った。これを通して生徒の総合的な思考力・判断力・課題解決

能力・コミュニケーション能力の伸長を目指した。おおまかな流れとしては１学期に研究の基礎能力

習得を行い，２学期当初に生徒による評価規準の作成を行い，２学期〜３学期にかけてグループによ

る課題研究を行った。 

（イ）内容 



ａ．課題研究Ｂ 

本実践の１年間の流れは次のとおりである。 

◯１学期：探究の基礎力育成 

【よい科学者とは】 

課題研究への導入として，探究活動への意識を高め，

科学者としての倫理観を高めるために，【よい科学者と

は】というテーマで，右の様な題目（10 問）でグループ

討議・意見発表を行わせた。 

【ものをはかる１】 

正確にものを測るとはどういうことかをテーマに，「紙と木片」の体積を測定する方法を考えさ

せ，実際に求めさせた。その方法と結果をクラス全体に発表し，共有した。また同時に，グルー

プで共働するための基本的なルールや実験ノートへの記録の仕方を学ぶ機会とした。 

また，各班で測定した数値を題材に，有効数字の取り扱いについて理解を深めた。 

【ものをはかる２】 

ものをはかる１で実践した木片は班によって様々な大きさであったが，一般にその質量が１ｇ

とされている１円玉を題材として，「１円玉は何ｇか」をテーマに，有効数字を意識させ，物理天

秤を用いて２０枚の１円玉についてその質量を測定させた。結果について，グループで検討させ，

差がでた原因などを考えさせ，クラス全体に発表・共有した。この取組では，「誤差」に関して意

識させることを主眼においた。 

【ものをはかる３】 

実験で取り扱う測定値を，適切な道具を用いて正確に測定する方法を考えさせた。また，測定

したデータをもとにグラフを作成し，そこからどんなことがわかるかを発表することを目的に実

践を行った。 

今回の素材は，ペットフードのにぼしを利用し

た。にぼしの「何（どこ）」を「何を使って」，「どの

ように」測るのか，また「何回測定するのか」など

を班で話し合わせてから測定に入るよう指示した。

得られた測定値を，どのようにまとめ，どのような

グラフを描くのがふさわしいかを考え，グラフを作

成させた。これらの結果からわかることを考察し，

わかったことなどをＡ３用紙１枚にまとめさせ，発

表させた。また，結果から新しい疑問点（問い）を

見つけることを目標とした。 

◯夏季休業中～２学期初旬：個人研究の実践 

【個人研究】 

身の回りに見られる科学的事象について，文系・理系を問わず，個人で興味のあるテーマを問

いの形で立ち上げ，調査・研究（実験）を行い，レポート（A3 用紙１枚）にまとめる。まとめる

項目としてはタイトル（必ず疑問形とする），要約，調査・研

究（実験），結論，今後の展望，参考文献の６項目としまとめ

させた。２学期当初に，クラス内で個人研究発表会を行い，

自分の言葉で発表する機会を得た。 

この取組の目的としては，自ら問いを立て，調査・研究（実

験）を行い，それを深め，まとめて，一人で発表することを

経験させることとした。【よい研究とは】 

個人研究のレポートをクラス全員分読み，その中から良い

と思った研究を１人３～５つ選び出し，その理由を記録させ

た。その後グループで，各自が良いと思った研究とその理由

を共有し，各グループにおいての良い研究の共通点をまと

め，発表することで，クラス全体で共有した。最終的にはク

ラス全体で良い研究の共通点をまとめ，クラスの研究評価規

準（右表）を作成した。 

【よい発表とは】 

全員分の個人研究の発表を聞き，その中から良いと思った

テーマ設定（動機・基本知識の整理）が明確で，多くの人が興味を持
つことができる。

仮説→検証→考察→結論の展開が明確で，筋の通った研究となってい
る。

仮説を検証するための実験や調査の目的，条件などが明確である。

データが豊富であり，データをもとにした客観的な考察が導かれてい
る。

結論から新たな疑問が生まれ，今後の展望がたくさん持てている。

メモを読まずに，聞き手の方を見ながらわかりやすい言葉で発表でき
ている。

はきはきとよく聞こえ，聞き取りやすいスピードと適度な発表時間で
話せている。

身振り，手振りを交えながら，発表内容を理解してもらう工夫ができ
ている。

文字の大きさも適切で，図や表，写真などを用いた，一目見てわかり
やすいポスターとなっている。

模型やサンプル，手持ち資料などを持ってきて，効果的に活用できて
いる。

研究評価規準

発表評価規準

１年５組 課題研究　評価規準



発表を１人３～５つ選び出し，その理由を記載させた。その後，【よい研究とは】と同様，クラス

の発表評価規準（右表）を作成した。 

◯２学期中旬～３学期：グループ研究の実践と評価 

【課題研究（グループ）】 

１０月から２月初頭にかけてグループでの課題研究を行った。 

・グループについて 

グループ編成については，自分の研究も含めて，「今後やってみたい研究」を３～５つ選び，そ

の希望の多い研究について８個選定し，個人の希望に基づく４～５名のグループを編成した。個

人の希望を最大限優先することで，研究に対するモチベーションがあがり，より充実した研究活

動になることを期待した。 

・研究課題について 

夏季休業個人研究のレポート評価・発表評価を合わせて順位づけを行い，上位のテーマをもと

に課題を設定した。テーマは次の通りである（抜粋）。 

「食品用ラップの力」，「イケメンに科学的な魅力はあるのか？」，「この写真，あなたは何色に見

えますか？」，「マーフィーの法則はどのくらい的中するのか？」，「耳の不思議～The Ear Is Very 

Important～」，「チョコレートを食べると集中力はあがるのか？」，「思い出を忘れないために

は？」，「物の水への浮き方に違いがあるのはなぜか？」 

・活動計画について 

授業時間としての活動は，下表の通りであるが，放課後や冬季休業中も利用して研究活動は行

った。 

時数 1～5 限 6 限 7～10 限 11 限 

内容 研究活動 
中間発表 

11/22 
研究活動 

最終発表 

2/15 

・発表会について 

全員が発表する発表会は下記の通り，２回実施した。 

①11/20 SSH 課題研究発表会におけるポスターセッション 

②2/15 教育実践研究集会における公開授業としてのポスターセッション 

これとは別に，2/3 実施の東京都立戸山高

等学校の主催する合同研究発表会に５グル

ープが参加しポスター発表を行った。また

３月には，京都市立西京高等学校課題研究

発表会においてポスター発表を行う予定で

ある。 

・評価について 

生徒たちが考えた【よい研究とは】【よい

発表とは】をもとに作成した研究評価規準・

発表評価規準をもとにルーブリックを作成

し，ポスター発表時に相互評価させた。 

 

 

ｂ．トータルサイエンス 

本年度は各科目共通に【『右』・『左』】をテーマに設定し各科目における授業を展開した。 

以下に示すものは その授業の融合として行った授業実践の概要を示す。 

ⅰ）学習目標および目的 

  「右・左」という普段何気なく使っている言葉を，物理・化学・生物の視点から見つめなお

し，身の回りのふとしたことを様々な“見方”から切り込むと新たな世界が見えてくることに気

づくことを目標とする。それにより，日常のふとした気づきから理科に限らず様々な教科の「見

方・考え方」を働かせることで主体的で深い学びをする素養を養うことを目的とする。 

 

 ⅱ）授業展開 

課程 時間 指導内容 生徒の活動・応答 備考 
ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟ 3分 右と左の定義 

右と左はどのように定義することはでき

 

右左の定義がなにかを考える 

 



 

  また，トータルサイエンスの実践を他教科と教科融合を目的として行った授業実践の概要を示す 

  

ⅰ）学習目標および目的 

普段の生活の中で欠かせない「鏡」の概要を知り，古の時代にどのような記述があり，どのよう

に用いられてきたかを理解し，「鏡」の変遷や使用されてきた材料などを，歴史・文学の観点からだ

けでなく，理科の観点からも考察し，教科横断型の授業を通して幅広い知識を養う。 

 

ⅱ）授業展開 

第１時 

英語古典 

目標 ・普段の生活の中で欠かせない「鏡」の概要を知り，古の時代にどのような記述があり，ど

のように用いられてきたかを理解する。 

過程 時間 指導内容 生徒の活動・応答 備考 

ウォーム

アップ 

5 分 導入として，「鏡」を語源として覚えてお

くといい言葉を英語の中からいくつか取り

上げ，西洋古典と関連づけて紹介する 

  

展開 35 分 『古事記』，『魏志倭人伝』にみる「鏡」を

紹介する。 

『更級日記』の「鏡にうつる二つの姿」を

扱い，当時の「鏡」の扱われ方を取り上げ

る。 

『徒然草』にある「鏡」の記述をとおし

て，「自分」という存在を考え，自己と他

者を見つめ直す契機とする。  

古の時代の「鏡」の材料，扱われ方について

考え，理解する。 

 

 

「自己」という存在について考え，客観的に

捉える。 

 

 

まとめ 5 分 本時の振り返りを行う   

第２時 

ﾄｰﾀﾙｻｲｴﾝｽ 

目標 ・「鏡」の変遷や使用されてきた材料などを，歴史・文学の観点からだけでなく，理科の観

点からも考察し，教科横断型の授業を通して幅広い知識を養う。 

過程 時間 指導内容 生徒の活動・応答 備考 

ウォーム

アップ 

10分 鏡ってなんだろう 

  

鏡の性質・素材をいろいろと考える 

 
 

展開 25分 銀鏡反応について 

 現在の製法で鏡を作成する 

  （生徒実験） 

 

青銅の製作 

 古代の製法で鏡を作成する 

  （演示実験） 

 

  

一人一枚銀鏡反応を用いて鏡を作成する。 

 物質の化学反応を用いて鏡が作成されてい

ることを知識で知るとともに，体験する。 

 

 青銅の性質を知る 

青銅の性質から何故古代でよく使われたか

を考える 

現在の鏡と古代の鏡の作成方法の違いを 

体験し，古典にでてくる鏡を題材にした物語

の解釈を再度考える 

 

 

まとめ 5分 本時の振り返りを行う 体験を通して，古典の登場人物の心境を 

考えるきっかけとする。 
 

るか？ 

展開① 15分 右と左の物理学 

鏡を用いて左右を意識させる。 

鏡に写る文字を見ながら，右と左に

ついて考察する 

 

展開② 10分 右と左の化学 

鏡像異性体が存在する物質の共通点を考

えさせ，分子の対称性を認識させる。 

 

提示された物質について鏡像異性体

の有無を考え，なぜ鏡像異性体があ

るかを考える 

 

展開③ 10分 右と左の生物学 

鏡像異性体の生理活性について実験を行

う。「好きな」香りに偏りがあることから

生物は鏡像異性体を区別できることを実

感させる。 

 

Lメントールと Dメントールの入っ

た瓶を嗅ぎ分け，「好きな」方を選

ぶ。 

 

A・Bと書

いた広口

瓶を回

す。 

展開④ 10分 右と左の科学 

分子模型によって L体・D体の写真を提

示し，各テーブルに配布した分子模型が

どちらであるかを判定し，その理由を考

えさせる。 

 

各テーブルに配られた分子が L体か

D体か区別し，理由を考える。 

 

分子模型

を 1テー

ブル 1つ

配布す

る。 

まとめ 7分 まとめ   



ウ．検証 

  ① 授業の成果  
ⅰ）生徒について 

 課題研究においては様々な分野の課題を設定し，他教科の教科担当の教員が多数かわることで，

自分の興味が持てる分野での課題での探求活動に積極的にかかわれる生徒が多くなった。また，他

の授業においても，取り組んでいる課題研究について触れてもらう機会を設けることで，より自己

が取り組む課題に興味を持つ生徒が増えてきている。その結果 2，3 年生で各教科の授業において，

科学的な視点からの各教科の教材を扱う授業においては，科学に興味を示さなかった生徒において

も，教材に興味を示す生徒が多く見られた。 

  ⅱ）教員について 

  科学的なテーマでだけではなく合教科的な特に教科担当の興味ある分野での課題設定をするこ

とにより，課題研究の指導の壁が理数科目の教員だけでなく幅広く課題研究の指導に参加していた

だくことが可能となった。また，各教科の授業においても課題研究について触れた機会を設けるこ

とにより，アクティブラーニング的な授業展開を取り入れやすくなった。また，各教科内容での科

学的視点からとらえる取り組みにおいては，他教科の教員にとっても科学の興味を強化するものに

なった。 

② 今後の課題 

合教科的なテーマで課題研究を取り組ませることは，課題研究の目的を焦点化できない欠点も

多々見受けられた。具体的には 1 年の課題研究において，上級生で取り組む課題研究において必要

な，科学的な視点から探究するための『基礎的な取り組み』『研究の進め方』『考え方』などを生徒

に十分周知することができず，また課題によっては調べ物学習の域を脱せないものあり，2，3 年

生の課題研究の内容が不十分になったことはいなめない。今後，合教科的な中からテーマ設定を行

う場合，上記の問題を解決するように課題のテーマを精査していく必要があると考えている。また

トータルサイエンスにおいても 基礎的な知識をどこまで分野別に分けて周知させることが重要

であるかを精査しきれていないところがあり，今後本校がめざす多様化する社会を生き抜くための

【新しい価値】の創造と社会への還元－の目標を達成するための基礎学力の定着をさせるカリキュ

ラムの確立は今後大きな課題である。 

総合的な分野においての課題研究や，さらに探究心を育成するための教材を扱うためには，早い

学年での各教科の基礎基本の十分な理解が必要である。1 年生で取り組んでいる合教科的テーマで

の課題研究においては，探究活動の内容に興味を持つ生徒が多数であったが，探究活動内容の本質

的な理解につながる生徒は少なかった。一方別に取り組んだ 3 年生の理系の英語の授業において

は，高校で学ぶ科学の範囲を超える内容の理解と興味を示す生徒が多数見られた。１，２年で学ん

だ教科の内容が十分活かされているからだと推測される。その意味でも本校の取り組みにおいて，

合教科的な探究活動をどの学年で行うかは十分検討する必要があると考えられが，本校の目標を達

成させるためには高学年で探究活動をより充実させる必要があると思われる。 

 

 

 

② 「課題研究アドバンス」の取組  

ア．仮説 

  課題研究アドバンスにおいての研究活動は、知識の融合と深化を進め、他者との協働を強化させる。 

イ．研究方法・内容 

（ア）方法 

 他者との協働を促進する特別授業を通して、互いにコミュニケーションをとることの重要性を印

象づけ、その後、高度な知識を必要とする課題に対してグループで解決をする活動を行う。 

（イ）内容 

 課題研究アンドバンスでは、1 年次に履修した課題研究ベーシックで学んだ研究の基礎を活用し、

自ら問いを立て、調査を行い、仮説検証を繰り返しながら研究活動を進めた。今年度はより高度な知

識を活用した研究活動を目指し、京都教育大学(本学)の教員をアドバイザーとして課題研究のさらな

る深化を目指した。 

① 他者との協働の促進 

平成 30 年 4 月 26 日(木)に台中女子高級中学校を招き、交流授業を行った。当日は本校生徒 37 名

および台中女子高級中学校 29 名(台中生)を日台混合 2 クラスに分け、さらにクラス内で日台混合の



グループ(4～5 人程度)に分けた。理科に関する授業と日本文化に関する授業を通じて英語を用いた

対話的で協働的な学びを行った。 

・理科に関する授業：「イヤホンであそぼう」(イヤホンを用いた光通信電話の作製) 

説明は日本語および英語で行い、英語での説明は最小限にとどめた。また、現象がおこる仕組

みについては敢えて言及せず、グループ内でディスカッションをするようにはたらきかけた。

操作をする際には、本校生が台中生に対して英語で説明をしたり、台中生と本校生とその仕組

みについてのディスカッションを英語で行ったり、会場にいた全員が文化や言語を超えたコミ

ュニケーションを図っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       イヤホンの作製          英語によるディスカッション      検証実験の様子 

 

  ・日本文化に関する授業：「包む文化」（風呂敷の使い方を一緒に考える） 

事前授業として日本文化の「包む文化」について風呂敷の使い方を本校生が学び、この時間

は、英語で台中生に対して使い方をともに考えるという活動を行った。包む文化とは着物など

も内包される文化で、その中に風呂敷が位置づけられる。風呂敷は「包む」だけでなく、「運ぶ」

機能も考えられ、本校生は、台中生とともに英語で使い方を考えることで英語でのコミュニケ

ーションを取りながら、自国の文化を深め、発信する力を養った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イントロダクションの様子       グループワーク        作品例 

② 課題研究 

台中生の来校の後、課題研究のオリエンテーションを行った。今年度は、大学の先生にアド

バイザー(AD)として研究に参加していただき、定期的に大学に生徒が赴きディスカッションを

しながら研究を進めた。下はテーマを紹介した際の一覧である。この時点ではテーマや内容を

敢えてざっくり記載することにより、生徒自ら問いを立て、その問を解決する機会を提供した。 

 

取組としては、下記のスケジュールで進めた。AD とのディスカッションは、生徒に新たな

気付きと知見を与えることができ、よりモチベーションを高く研究に取り組むことができた。 

1 学期 夏季休業 2 学期 冬季休業 3 学期 

テーマ決定 

問いを立てる 

研究計画の立案 

AD とのディス

カッション 

実験・調査 

実験・調査 

ポスター作成 

※1 中間発表 1 

AD とのディ

スカッション 

実験・調査 

実験・調査 

ポスター作成 

※2 中間発表 2 

※1 中間発表 1 

  SSH/SGH-A 生徒研究発表会において研究の進捗を発表した。それぞれの発表の中ではま

分野 テーマ 内容 アドバイザー(AD) 

物理 材料の科学 材料の物性をテーマに研究を進める。 谷口 和成 先生 

化学 反応の科学 ベンゾフェノンの化学反応を題材に研究を進める。 鈴木 祥子 先生 

化学 水質の科学 
硬水、軟水を判断するにはどうすればよいか、実際に

やってみて研究を進める。 
向井 浩 先生 

生物 植物の科学 
水だけで植物を育てるとうまく育たない。それをきっ

かけに研究を進める。 
藤浪 理恵子 先生 

生物 動物の科学 進化・環境・生態の視点から研究を進める。 今井 健介 先生 



だまだ明瞭でない点がたくさんあり、発表会を踏まえてそれ以降の研究の指針を立て直す良

い機会となった。 

※2 中間発表 2 

  京都教育大学附属高等学校教育実践研究集会にてポスター発表を行う。本稿を執筆してい

る段階ではまだ実施されていない。 

（ウ）検証 

本年度の課題研究初期段階と 2 月の段階での

生徒の学習観を５段階評価で調査した。「記憶す

ることが学習である」「強制的にやらされるもの

である」のポイントは減少し、また、「自らを成

長させるものである」のポイントが増加した。

現在でもある一定の成果が得られているが、最

終的な生徒の成果物や発表での自己評価、アン

ケート等での最終分析を行う予定である。 

 

 

 

（２）すべての教科において課題解決能力・コミュニケーション能力育成を目標にしたアクティブラーニン

グ型授業の実践 

① 数学科における取組（数学の学校設定科目「数理基礎」および｢数理探究Ⅰ｣） 

【研究テーマⅠ】 

斜方投射を題材としたアクティブ・ラーニング型の数学授業の実践－課題解決の方法と過程の振り返り

を通して－（「数理基礎」での取組） 

ア．仮説 

  これからの高等学校数学科では，日常的・社会的な事象に対して数学を活用して課題解決することや，

問題解決の過程を振り返って考察を深めるといった活動的・共同的なアクティブ・ラーニング型の学習が

希求されている。生徒自らが観察・測定・実験と数学の活用を通じて課題解決し，数学の有用性や数学を

学ぶ意義を実感できる教材として，既存の斜方投射を題材とした２次関数の決定がある。この教材に「デ

ータの収集・処理の妥当性」と「斜方投射の現象と２次関数の式の適合性」を振り返る学習活動を付加す

ることで，高校数学との学習のつながりを重視させることや，数学を主軸とした探究の方法を学習させる

ことが期待される。そこで本研究の目的は，「藤井ら（2013）「斜方投射を題材とした二次関数の決定に関

する教材の開発と実践」第 17回数学教育学会 大学院生部会発表論文集，pp.13-15」が開発した教材をも

とに，高校１年生を対象に教育実践を実施し，学習成果物による集計・分析を通して，課題解決とその過

程（方法）の振り返りに関する学習成果を明らかにすることである。 

イ．研究内容・方法・検証 

（ア）研究内容 

教育実践の概要は，次の通りである。 

目標は「生徒自らが試行錯誤の中で数学を活用し，実験・検証することで課題解決する」と「生徒同士

が課題解決の過程（方法）を振り返り考察を深める」である。対象は第１学年の 40 名（１班４人の 10

班編成）である。時期は 2018 年６月 19日（１・

２回目は 100 分），27 日（３回目は 50 分）であ

る。 

（イ）方法 

１・２回目では，床に置いたペットボトルに落

ちてきた鉄球を一発でいれる課題解決に取り組

み，ワークシートにまとめる。「①２次関数の決

定」では，測定箇所と測定結果を整理させ，２次

関数を求めるまでの過程を記述させる。「②ペッ

トボトルの位置」の決定では，必要となった新た

な測定箇所と測定結果を整理させ，ペットボト

ルの位置を求めるまでの過程を記述させる。「③

本番（実験・検証）」では，ペットボトルを設置した位置を記入させ，本番（実験・検証）の結果を選択

肢の中から一つ選ばせる。３回目では，ワークシートを活用して課題解決の方法（過程）を振り返る。

2.00

3.00

4.00

記憶 探求 生涯 自然 知識 成長 応用 体得 強制

学習観の変化
7月12日 2月4日



「データの分析」では，測定箇所や測定回数，「原点の設定」では，原点を設定した位置と利点，「２次

関数の決定」では，２次関数を選択した理由や解法を記述させる。 

（ウ）検証 

 １・２回目では，「①２次関数の決定」，「②ペットボトルの位置」の決定，「③本番（実験・検証）」を

６つの班がすべて正答し，４つの班が誤答した。結果として，生徒自らが試行錯誤の中で数学を活用し，

実験・検証するといった課題解決の過程を遂行し，数学を活用しようとする態度の育成につなげた。３

回目では，３つの観点を振り返る学習活動から，次の具体的な記述を見出せた。「データの分析」では，

課題解決時にはデータの分析による正確さを意識・重視することは困難であったが，振り返りを通じて，

データの測定回数を増やすことや，収集・整理したデータを計算して平均値を求めるといった改善策を

見出せた。「原点の設定」では，原点の設定の仕方を工夫することで，データを分析する際の正確さを追

及できることや，２次関数の決定を容易化されることを意識できた。「２次関数の決定」では，２次関数

の決定で扱う式同士を比較・吟味したりすることで，斜方投射の現象に対する２次関数の適合性の検証

について意識できた。今回の高大連携した教育実践は，「葛城元・深尾武史・黒田恭史（印刷中）「高校

1 年生を対象とした斜方投射の数学授業の実践－課題解決とその過程の振り返りを通して－」京都教育

大学教育実践研究紀要，（１），https://www.kyokyo-u.ac.jp/Cece/2018/03/post-11.html#content」に

詳しい。 

【研究テーマⅡ】 

日常生活における数学についての課題研究（「数理探究Ⅰ」での取組） 

ア．仮説 

数学は受験で必要だから勉強しているという生徒は少なくない。そこで，「数学は生活の中にどのよ

うに活かされているのだろうか」と考えさせることで，数学という教科の重要性を認識させることがで

きるのではないかと思った。 

イ．研究内容・方法・検証 

（ア）研究内容 

「三角関数」「指数・対数関数」「微分・積分」について，日常生活においてこれらの数学がどのように

利用されているかを調べ，レポートとしてまとめさせた。 

（イ）方法 

個人で調べてきた内容を，グループで議論し，１つの課題にテーマを絞らせて，発表するために内容

をまとめさせる。 

（ウ）検証 

発表の場が，原稿締切以降のため，今回検証することはできないが，以前に同じような取り組みを行

った。その結果は，どのグループも今回のこの課題で数学は自分たちが知らない様々な分野で活用さ

れているということを認識することができ，他の分野も調べてみたいという積極的な意見が多かった。 

 

②英語科における取組 

ア．仮説･目的 

 SSH 第４期の目標達成に寄与する目的で，発信力・表現力の伸張を発展的に取り扱う「グローバル英

語」および「英語総合」を科目として設置し，以下の目標達成を目指す。 

（ア）英語による論説等を批評的に理解するための基礎的な文法・語法・語彙の知識． 

（イ）英語でのサイエンスコミュニケーションに必要な表現力 

（ウ）母語を共有しない他者との（特に科学分野における）協働研究において，英語を用いて積極的に

対話を行うことのできる，相手意識を持った主体的姿勢． 

これまで本校は，附属桃山小学校・附属桃山中学校と共同して，平成 26 年度より 4 年間，「外国語教

育強化地域拠点事業」の指定を受け，研究を行ってきた。今年度は，こうした実績を活かし， 

①4 年間の研究を通して培われた指導方法や指導内容について広く発信すること 

②公立学校等教員に研修の場を提供し，外国語教育に関する教員の指導力を向上させること 

という 2 本の柱からなるプロジェクトを企画し，推進している。その主目的は，附属学校が公立学校教

員の「先進的研修施設」として機能していけるような外国語教育の指導力向上を可能とする「研修実施

校」となることである。 

イ．教育方法 

・「教科横断･科目融合」による問題解決型・対話型の授業を展開し，生徒が主体となるアクティブラー

ニングによる授業の開発を目指す． 

・ディスカッション，プレゼンテーション実習，エッセイライティングなどの発表活動を通して，特に



「発信力」の強化に努める。今年度は特に｢即興性｣についてより重点をおいた指導をする。 

今年度の特徴的な授業を以下に掲げる。 

（公開授業①）グローバル･スタディー

ズ 授業実践 

11 月 6 日 高 3 グローバル英語Ⅲ「アイザック･ニュー

トンをテーマにした教科横断型授業」 

（公開授業②）「消費者教育推進事業」  

授業実践 

11 月 12 日 高 2 コミュニケーション英語Ⅱ「動物実験の

是非を問う－ディベートを取り入れた実践」 

（公開授業③）SSH/SGH-A 生徒研究発

表会 

11 月 22 日 高１ グローバル英語Ⅰ「和歌を英語に訳し

てみることによる日英文化比較」 

（公開授業④）外国語教育高度化に向け

た小中高教員の指導力向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄト 

12 月 6 日 高 2 英語総合Ⅰ「ICT を活用した発信力の育

成」 

 

ウ．検証結果 

今年度の反省を踏まえ，特に以下の点を今後の研究課題に据える。 

（ア）「即興性」をより一層授業の中に取り入れることで，協働作業の実践的場面で海外の高校生や研究

者と意見交換を活発に行えるための対話力を育成すること（特に口頭表現の習得など）が求められる．

同時に，生徒同士での評価(Check)を主体的な学びへと結びつける PDCA サイクルを意識したプログ

ラムを授業に積極的に導入する。 

（イ）「外国語教育強化地域拠点事業」の研究成果である，幼・小・中・高が一体化した「CEFR-J に基

づく英語科 Can-Do リスト」を用いてパフォーマンスの評価を行うとともに，その検証結果を同 Can-

Do リストの更新・改善にフィードバックする。 

（ウ）４技能の総合的評価に関しては，校内での定期試験等の評価だけでなく，CEFR-J に基づく外部

資格試験などでの評価を検証材料とする。 

 

③ 情報科における取組 

研究テーマ  

学校設定科目「インフォメーション・サイエンス」問題解決演習における統計処理演習の導入 

ア．仮説 

ＩＣＴの発達により，様々な経済活動をデータ化することが進められ，今日ではビッグデータが形成

されつつある。そうしたデータを，インターネットなどを通じて集約した上で，分析・活用することに

より，新たな価値が創造できる。 

今年度（第４期ＳＳＨ４年次）の学校設定科目「インフォメーション・サイエンス」では，前年度ま

での授業計画をベースに，２０２２年からの新しい学習指導要領によって編成される新しい科目「情報

Ⅰ」や「情報Ⅱ」の学習内容に盛り込まれる，統計（データサイエンス）の学習内容を取り入れていく

試みを実施した。 

イ．実践  

単元「問題解決」において，統計に関する課題テーマより１つ選択し，協働してデータの収集・整理・

分析を行い，分析結果をプレゼンテーションで発表する協働演習を実施した。 

演習においては，収集した情報は表計算ソフトで集計し，グラフ化する，分析結果は必ず「数値（割

合・確率なども含む）」で証明できるようにする，完成したグラフをインターネットからダウンロードす

ることは不可とする，プレゼンは計画表・構成シートを用い組み立てること，プレゼン発表はルーブリ

ックによる他者評価および自己評価を実施することなどに留意した。 

課題テーマは以下の通りである。 

①総務省統計局－統計データ－統計表一覧「Ｅｘｃｅｌ集」の情報を収集し，京都府と他府県の人口

の動向（流入・流出）の傾向の違いを分析しなさい。 

②総務省統計局－統計データ－統計表一覧「Ｅｘｃｅｌ集」の情報を収集し，京都府と他府県の年齢

（３区分），男女別人口－総人口の動向の違いを分析しなさい。 

③国土交通省気象庁－各種データ・資料 －過去の気象データ・の情報を収集し，京都の１月～６月

の特異日（晴れが多い日）を過去の天気から分析し，特異日のベスト５を挙げなさい。 

④国土交通省気象庁－各種データ・資料 －過去の気象データ・の情報を収集し，京都の７月～１２

月の特異日（晴れが多い日）を過去の天気から分析し，特異日のベスト５を挙げなさい。 

⑤国土交通省気象庁－各種データ・資料 －過去の気象データ・の情報を収集し，京都の５月～１０

月で降雨が多い日を過去の天気から分析し，降雨の多い日ベスト５を挙げなさい。 

⑥国土交通省気象庁－各種データ・資料 －過去の気象データ・の情報を収集し，東北・北陸から１



つ県を選択し，１２月～４月で降雪が多い日を過去の天気から分析し，降雪の多いベスト５を挙げ

なさい。 

⑦過去のアイスクリーム屋の来客者数から，一週間の来客者数を予想しなさい。 

⑧「重み付け評価法」を用いて，５０型８Ｋ液晶テレビ３機種を選択し，班内で評価項目を挙げ，実

際に評価を行い，評価の結果を発表しなさい。 

⑨京都にある世界遺産のうち行きたい所についてアンケートを実施し，その結果を収集し，結果を発

表しなさい。  

⑩京都府－京都の魅力・観光－ 観光入込客数及び観光消費額の情報を収集し，京都を訪れる訪日外

国人について分析し，結果を発表しなさい。 

ウ．評価 

本演習の課題テーマは統計的な推理が中心となっており，四分位偏差や標準偏差，確率分布の活用な

どについてとり扱うことができなかった。また，グラフ化についても，棒グラフや折れ線グラフによる

推移や比較が中心となっており，箱ひげ図などの作成や図を活用した分析方法などについては取り扱え

なかった。次年度については，上記のような統計分野やグラフ化などについても扱うことを検討したい。 

 

④ 家庭科における取組 

研究テーマ 

 生活を科学的な視点からとらえさせ、探求的な学習内容につながるような教材の工夫を図る。 

 主体的な学び・自ら考えようとする力を育成する授業のあり方を工夫する。 

ア．仮説 

日常生活に関わる事象について、実験・実習を活用することや専門的な外部講師導入や外部機関

との連携を図ることで、生徒がより科学的に事象を捉え、学んだ知識を深め実践力向上へとつなげ

る。また、グループにおけるディスカッション、発表も多く取り入れることで、主体的な学びと発

信力へとつなげる。 

イ．教育内容・方法 

日常生活における調理科学に視点を充て、でんぷんの糊化、卵白の起泡性、重曹やイーストによ

る膨張、生クリームの泡立ち、グルテンの性質と利用、食品中の酵素の働き等、実験及び実習を通

じてその原理と変化について学習した。今年度は、事前学習や事後学習の充実発展に力を入れ、実

験・実習で得られた知識や技術を日常生活の中で応用できるような力の育成を意識した。消費生活

分野の学習においては、特に成人年齢の引き下げを意識し、契約の重要性や留意点、家計の在り方

を学習する中で、問題解決の方法等生徒自らが考え実践する力の育成をねらいとし、外部機関（京

都市京安心住まいセンター等）や大学との教材開発の連携を図り、実践力の向上へとつなげた。様々

な授業の中で、グループディスカッションや発表を適時取り入れ、コミュニケーション能力や発信

力を高める工夫を試みた。 

ウ．授業実施の成果と課題 

 食品に含まれる消化酵素の働きや、イースト、グルテンによるパンの膨らみ、卵白の起泡による

スポンジケーキの膨らみ等、実際に現象を可視化することで、単に知識の習得にとどまらず、日常

生活でよく見る調理の変化について、その原理を改めて理解させ内容を深めた。また、科学の面白

さに気づき、科学的な視点、総合的な視点で生活事象を捉え直すことができ、思考を深めることも

できた。 

消費生活分野における大学及び外部機関との連携は、タイムリーな資料や生活課題を生徒達に提

示することができ、問題解決の方法を自ら考え、思考を深めさせることにつながった。 

グループ毎の協働学習を随時取り入れることは、主体的な学びにつながるとともに発信力を高める

ための機会とすることができた。 

今年度は、外部機関と連携した授業実践を実施することはできたが、外部講師を取り入れた専門

性の高い授業の取り組みを推進することができなかった。今後さらに発展的・応用的な学習へとつ

なげる工夫を考えたい。 

 

⑤ その他の教科における取組 

＜国語科＞ 

国語科では、２・３年生の文系生徒が受講する古典探究において、「古典の謎を読み解く」という



テーマのもとで以下のようなアクティブラーニング型の授業を実践した。 

ア．２年２組古典探究 

（ア）仮説 

  古典の世界において答えの出ていないテーマについて、客観的な根拠を基にした主体的な調査

研究を行うことで生徒のコミュニケーション能力を伸長し、他者との協働を強化させ、古典に対

する意欲を高める。 

（イ）研究内容・方法 

  導入として誰もが知っている昔話「桃太郎」を扱った。猿・キジ・犬が家来である必要性につ

いて、陰陽五行説に基づいてワークショップ形式で解き明かし、客観的な根拠に基づく研究につ

いて学習した。その後、９つのグループに分かれ、こちらが提示したものの中から班で選んだテ

ーマについて、現在研究されている学説を調査する。その上で、それぞれの学説の根拠となって

いる原典にあたったり、当時の時代背景について調べたり、アンケートをとったりすることで、

それぞれの主張を支える客観的根拠についての理解を深め、新たな解釈を試みる。調査結果や新

たな解釈についてグループで話し合い、発表する。 

（ウ）検証 

  グループ発表を通して古典の謎を全員で共有し、古典についての関心が高まった生徒 

もみられた。ただ、生徒によっては他者の発表に興味を示さない生徒も多く見られた。調査 

研究は授業外で行わせたが、研究内容が高度なグループもあり、主体的な興味関心を基に調 

査を進めた生徒も一定数見られた。 

 

イ．２年３・４・５組古典探究 

（ア）仮説 

  古典作品中の表現より見出される疑問を科学的な視点から見直すことで、単なる現代語訳の作

業から脱し、一つ一つの表現に注目して自ら批評的に古文を読み解く姿勢を養う。 

（イ）研究内容・方法 

  古文から見出される疑問について、今回は鏡をテーマとして扱う。現代では姿を映す道具とし

て身近な存在であるが、古代では儀式に用いるものであったという印象が強い。しかし実際古文

を読んでみると、鏡を寺に奉納して未来の姿を知ろうとするという儀式的な用法が見られる一方

で、身だしなみを整えるのに鏡を見ていた、という記述も見られ、平安時代でも日常の道具とし

て用いられていたことが読み取る事ができる。６つの班に分かれ、『更級日記』の「鏡の影」を中

心に、複数の資料から、古文の世界では鏡がどのように認識されていたのか読み解いていく。ま

た、生徒の中には、鏡というと日本史で学習した古墳時代の神獣鏡の裏面を思い浮かべ、実際に

は映らないものと考えている者が見られる。『更級日記』の「鏡を鋳させて」という表現から、平

安時代の鏡も金属製（銅鏡）であったことを読み取った上で、実際に姿が映るのかを青銅鏡を用

いて検証する。 

（ウ）検証 

  既習の知識と結びつけて古文を読み解き、班員同士で補い合うことで積極的な読みを促進する。

また、今回はこちらがテーマを提示したが、自ら課題を見つけ、自分で資料を探し読み解いてい

く姿勢へとつなげることが今後の課題である。 

 

＜地歴公民科（地理）＞ 

ア．仮説 

 地理では，地形図，景観写真，グラフ，表，歴史地図，史料（絵図，年表）等の比較，分析する

活動を重ねていくことで，「地理的な見方や考え方」の習得に有効であると考え，授業を行った。 

イ．成果と課題 

 地理の授業では，必ず地図帳と掛地図を使用して地理的認識を深める学習を行っている。今年度

は，「フォトランゲージ」，「地形図読図」，表やグラフの読み取り作業などを実施した。毎時間，地

図帳を活用することで，生徒の地理的認識が深まったといえる。地形図，歴史地図，景観写真等，

さまざまな資料を活用することは，生徒の地理に対する興味・関心をひくだけでなく，多面的・多

角的に考察する力を育成するのに有効である。 

 



＜地歴公民科（世界史）＞ 

ア．仮説と方法 

講義形式の授業形態が多く、評価に際しても基本的な歴史用語の暗記を求めがちな世界史の授業

においては、「史資料の読解」活動を充実させることによって、生徒の主体的な授業参加を促すとと

もに「より深い学び」が獲得できると考えた。この仮説を検証するため、「魏晋南北朝の文化」とい

う単元において、次のような学習活動を取り入れた授業を試みた。 

魏晋南北朝時代の文化の特徴を読み取らせるため、｢清談｣｢桃花源記｣｢女史箴図｣｢石窟寺院｣に関

する資料を用いたワークシートを作成した。｢清談｣と｢桃花源記｣については現代日本語訳した文献

史料から、｢女史箴図｣と｢石窟寺院｣については画像資料から各分野の特徴を読み取らせることを試

みた。手順としては、まず生徒一人ひとりでワークシートに沿って各資料についての設問に取り組

ませた後、少人数グループでの意見交換を行わせた。その際、教科書・資料集も参考にして考える

ように指導している。 

イ．成果と課題 

世界史における史資料の教材化は、一次資料が外国語文献である場合が多いことからも、いまだ

質量ともに十分ではない。今回の｢桃花源記｣についても｢古典｣で学習することがあるが、本来の漢

詩文から作品の大意を生徒に読み取らせるには無理があり、かなりの補足説明を必要としてしまっ

た。また、｢三大石窟寺院｣の位置や写真からガンダーラ・グプタ様式の影響を具体的に読み取らせ

ることは難しく、この場合も示唆や補足説明を必要とした。 

今後は使用する史資料を精選して活用の意図を明確化するとともに、資料活用の技能を育成する

観点からも、風刺画やグラフ・統計データなどを含めた史資料の教材化を進めていく必要がある。 

 

＜地歴公民科（日本史）＞ 

ア．SSH の目標と取り組みとの関連 

 本校のスーパーサイエンス･ハイスクール(以下、SSH)の目標のひとつとして、教育課程研究があ

げられる。新学習指導要領による歴史総合を鑑み、歴史の考察の仕方を検討した。 

イ．成果と課題  

 古文書の「形」に注目して授業を実践した。古文書を教材化する際、内容理解は前提ではあるが、

花押の場所、大きさなど同一人物の文書を比較することで、権力が可視化できることなどを理解し

た。歴史において残される史料は少ない。それゆえひとつの史料から多面的に検討する必要がある。

そのような歴史考察の方法を体得できたと考える。 

 

＜保健体育科＞ 

保健体育科では、本校の研究開発の仮説における「知識の融合と深化」「他者との協働」を強化させ

るために、以下のような授業実践を行った。 

【アクティブラーニング型授業】 

～１年保健「グループ発表」 ２年保健「ディベート・ディスカッション」～ 

ア．仮説 

     現代における社会問題や健康、運動に関する研究課題を設定し、そのテーマに関する研究を深化さ

せるグループ学習、研究内容を発信及び受信するプレゼンテーションや討論の学習を通じて、課題に

対する科学的知識の融合と深化、生徒のコミュニケーション能力及び他者との協働の力を向上させ

る。 

イ．研究内容・方法・検証 

 発表や討論形式で、発信、受信、共有をすることで、グループ内外の双方向に協働する機会を設定し

学習を進めた。また、これまでの実践や検証に加え、積極的に討論するためのアプローチとして、エゴ

グラムによる性格検査を用いてグルーピングを行った。 

これらアクティブラーニング型の授業実践の中で、現代社会で取得できる多大な情報や知識を科学的

に理解し発信する力を育成した。また、グループ学習でコミュニケーションを介して学習を進めること

で、他者との協働の力を育成した。 

 

＜芸術科（美術）＞ 

【教科指導の方針（研究テーマ）】 

教科の独自性を意識しつつ自然科学領域との連携を図り授業展開に取り組む。その取り組みを通して



生徒が，技法，材料などを分析理解し，また自然科学との結びつきを視野に入れながら，自らの創造活

動に取り組み，さらに，自由な発想，豊かな表現方法を主体的に身につけることを目指す。 

ア．仮説 

従来より芸術（美術）においては「科学的な分析・思考を具体的な表現活動の中で体験し制作に結

びつけること」に重点をおいて指導を行ってきた。 

美術では多くの素材（金属，木材，陶土，樹脂，顔料など）を表現活動に用いる。独自性や創造性

の表現をより広げていくために，科学的視野や発見が美術の世界にも大きく影響してきた。現代アー

トにおいても新たな素材による表現が注目されている。これらのことを踏まえたとき，自然科学的内

容や，科学的論理による展開を表現活動の授業そのものの中心に据えるだけではなく，教材の取り扱

い，展開の中（具体的にいえば材料との出会いや，実作業）で，自然科学との結びつきをピックアッ

プする方法が適切であると考えた。体験として素材をより理解しそれぞれの特質から生まれる表現方

法の違いや生かし方に焦点を当て展開することで生徒がより主体的に表現活動と科学について探究で

きると考える。 

イ．教育内容・方法 

（ア）顔料，油絵の具について。その組成と，酸化重合による固化。特に水彩絵の具の，水の蒸発によ

る自己重合との差異について。 

（イ）定点に，移動という時間の概念（タイムライン）を持ち込むことによって生まれる映像・メディ

ア，アニメーション表現。 

（ウ）金属の腐食（塩化第二鉄を用いた銅の酸化）によるエッチング技法の理解と制作。 

（エ）陶芸”焼き物”における陶土の組成（カオリン）と釉薬との関係。焼成における酸化焼成，還元焼

成。また粘土の持つ可塑性の科学的な分析と理解。 

（オ）七宝釉薬と銅板加工について。金属の展延性。 

ウ．検証 

芸術表現活動全てを科学的に分析し，理解しようとすることは芸術表現の本質から遠ざかる可能性

はあるが，上記にあげた取組などを通して生徒が，技法，材料などを分析理解し，自らの創造活動に

活用し，さらに，自由な発想，豊かな表現方法を主体的に身につける大きなきっかけとなっている。

また，物の組成に触れることで，より身近に美術作品を理解し，今後の生涯的視野にたった美術教育

にも発展できるものと考える。 

SSH 的視野を持った教科指導（芸術），芸術制作活動は，芸術や表現活動に科学的な分析・思考を

取り込むことが可能となり，美術の表現や，芸術と科学の関わりについて新たな視点を持つ機会とな

ると思われる。 

 

 

＜仮説（ⅱ）について＞ 

（２）グローバルな視点からのサイエンスコミュニケーション活動の実践 

 サイエンスに対する興味・関心の定着，主体的な学習活動の深化を目的とし，さらには，自分と異な

る世代や立場の人と積極的に関わることで，将来社会との関わりの中で科学をとらえ活躍できるグロー

バルな人材育成の実践の場として，サイエンスコミュニケーション活動の実践を行う。 

１年生を対象とした「トータルサイエンス」「インフォメーションサイエンス」での学習内容をふまえ，

「課題研究ベーシック」の取組として，ポスター発表を通したサイエンスコミュニケーション活動を本

年度 3 月に予定している。 

 国際性の育成を目的とした取組として，英国クリフトン科学財団と連携し，Japan-UK Science 

Workshop を英国ケンブリッジ大学を中心に実施した。また，国立台中第一女子高級中学（台湾）との

交流授業を通じ，探究活動における英語でのサイエンスコミュニケーション活動に取り組んだ。 

 

①本学附属中学校におけるサイエンスコミュニケーション活動 

 本取り組みは，１年生｢課題研究ﾍﾞｰｼｯｸ｣の発表の場として実施する。クラスによって取り組みの時期

は異なるが，11/22SSH・SGH-A 発表会，2/15 実践研究集会，と並ぶ本年度最終発表の場となる。 

目標 高校生：研究内容を知らない中学生に対して、相手の理解を把握しながらわかりやすく自らの研

究のポイントや面白さを伝える。また、実験や調査の条件設定など研究を進める上でのポイン

トも含めて発表する。 

    中学生：高校生が説明する研究をしっかりと聴き、疑問点やわからないことを積極的に質問する。

また、来年行う MET(Momoyama Explorers’ Time)での研究に活かせるよう、高校生の研究の



中身や発表の良いところを吸収する。   

日時   平成 31 年３月５日（火） 13：20～15:10  

場所   京都教育大学附属桃山中学校 ２年生 HR 教室 (3 クラス使用) 

参加者  本校第１学年２組生徒 38 名  京都教育大学附属桃山中学校２年生 約１３５名 

事前学習 高校生：2 月 15 日(金)に附属高校実践研究発表会にてポスター発表を実施しそれをもとに、

口頭発表スライドを作製する。 

  中学生：1 月下旬(研究のテーマと概要が確定した段階) に見たい発表のアンケートをとり３

クラスに振り分ける。2 月 15 日(金)以降に各ポスターを印刷配布し、事前に読み込み質問を考

えておく。(質問用紙も配布) 

当日 中学生を 3 クラス(1, 2, 3)に分け、高校生 11 テーマの発表を 3 グループ(α,β,γ)に分け、各

クラスに配置する。1 テーマ 10 分(発表 7 分質疑 3 分)で口頭発表し、5,6 限間でグループごと別クラス

へ移動する。中学生は 2 つのグループ(6 または 7 テーマ)の発表を聞くことができる。 

 

②UK-Japan Science Workshop 2018in Cambridge  

ア．実施目的 

 グローバルな現場でのサイエンスコミュニケーション活動実践の研究，並びに国際性の育成を

目的として，英国クリフトン科学財団，京都大学高大接続・入試センターELCAS との緊密な連絡

のもと，英国ケンブリッジ大学を中心に，下記に示す日程で UK-Japan Science Workshop 2018 

in Cambridge を実施した。 

本ワークショップでは，具体的に以下の取組を行った。 

（ア）英国との交流を通じて生徒の国際性を育成するプログラムの開発および普及。 

（イ）国際的な環境の下，合宿形式で日英高校生の混成チームによる協働作業（探究活動， 

具体には実験・観察・考察・発表・質疑応答）を行うための方法論の開発と普及。 

（ウ）事前学習，事後の発展継続学習に関する学習法の開発。 

（エ）教員の資質向上を目指した日英教員交流会の実施。 

イ．研究仮説 

 この研修によって期待される成果は以下のとおりである。 

（ア）参加生徒は，英語でコミュニケーションをとりながら，実験・討議をはじめとする協働作業

を通して，研修内容について理解と探究を深め，発表においても，英語で質疑応答を展開するこ

とで，英語における表現力・コミュニケーション力・異文化理解力を伸ばすことができる。 

（イ）合宿形式を採用することにより，異文化交流をはじめとする交流に充てる時間と場面が豊富

にあり，日英双方の生徒の全人格的な理解が進む。 

（ウ）参加教員は高度な科学技術人材育成の方法を研修し，本国（日英双方とも）の教育活動に還

元することができる。 

また，研修後の長期的成果として，以下の４）５）の２点の効果を，社会への影響という観点

で挙げることができる。 

（エ）参加生徒は，研修終了後に，校内での生徒発表会だけではなく，本校が開催するオープンス

クールなど外部向けにも研修成果発表（プレゼンテーション）を行い，各自の研修成果を広く他

の生徒や一般市民にも還元することで，その波及的効果が期待される。 

（オ）本ワークショップが生徒の将来の進路選択に与える影響は大変大きく，文理問わず，その後

の人生観，学問観を決定づける最も大きな契機になる。進路先も，大学・企業の研究職のみなら

ず，国際的な舞台で活躍する薬剤師や，法曹界に進む人材も輩出し，サイエンスの枠を超えた取

組として，広くのその成果が社会の様々な面に還元されることが期待される。 

 

ウ．方法 

以下にワークショップの具体的内容を示す。 

●実施期間 

：平成 30 年 7 月 19 日（木）～平成 30 年 7 月 29 日（日）（10 泊 11 日） 

●参加人数 

 京都教育大学附属高等学校 4 名 

 【SSH 校】  京都府立洛北高等学校 4 名／立命館守山高等学校 

 4 名 

 【SSN 交流校】 立命館宇治高等学校 2 名／京都聖母学院高等学校 2 名 



 その他  京都大学 ELCAS  4 名 

●研修先及び研修内容 

（１）ケンブリッジ大学 University of Cambridge 

 教授陣による講義を受けた後，実験室を使用し，様々な実験・観察に取り組んだ。実験・観察

で得られた結果について，TA やファシリテーターの指導の下で，まとめを行い，成果発表会

を英語で行った。また教員同士は，Teachers’ Forum を実施し，両国の科学教育の手法と問

題点について意見交換を行った。 

（２）University College London（UCL） 

 大沼信一教授より，UCL の歴史と日本人との関わりについての講演を聴いた後，教授との質

疑応答及び交流会をもった。 

（３）Royal Institution 

 展示物を見学した後，Frank James 教授による英語での講演会，質疑応答をもった。講演の

後の質疑応答の機会では，現代科学のルーツや科学の普及の歴史について知識を得ることが

出来た。 

（４）Natural History Museum 

 自然史博物館を訪ね，展示物を見て研修を行った。事前学習として Natural History Museum

について調べ学習を行い，実際に訪問してその学習内容を検証した。 

（５）Linnean Society of London 

 カール・フォン・リンネの植物学及び動物学に関するコレクションを，学芸員の解説の下，実

際に手に取って見て研修した。 

（６）王立協会 Royal Society 

 世界で最も歴史のある科学学会で，歴史的な展示物に関して，現地学芸員の英語による説明を

聞きながら見学し，科学やその歴史についての興味や関心を高めた。 

●事前学習・事後研究 

・事前学習会 

日時 ：6 月 18 日（土）14:30 – 16:30 

場所 ：CALL 教室（メディアセンター３階） 

講師 ：野口ジュディー津多江先生（神戸学院大学名誉教授） 

内容 ：英語プレゼンテーション講義と演習 

・事後研究 

研修テーマ内容について，レポートを執筆するとともに学校説明会の場で，SSH 成果発表

として本研修について発表報告を行った。新入生 SSH オリエンテーションでも本研修につい

て発表報告を行う予定である。 

 

エ．成果 

 日英の高校生による合宿形式を採用することにより，他の交流形式では得がたい幅広い成果が

得られた。とりわけ，協働研究における課題設定能力・思考力・探究力の育成にとどまらず，共同

生活の中で，多様な文化的・民族的背景の差異を実際に体験することで，特に英語における表現力・

コミュニケーション力・異文化理解力を伸ばすことが出来たことは，非常に大きな達成であると考

えられる。 

 

③ SSH/SGH-A 報告会・生徒研究発表会 

ア．実施目的 

本校の第４期 SSH 研究開発の仮説，具体的には

（ⅰ）教科連携のアクティブラーニング型教育による

「科学的知識の融合と深化」，（ⅱ）サイエンスコミュ

ニケーション活動の実践による「他者との協働」の強

化，（ⅲ）課題研究の深化による「新しい科学的価値の

創造」の３つの柱を，本校本学（京都教育大学）およ

び他の附属学校園とともに行っているグローバル人材

育成教育における教育開発目標，「出会う」「広がる」

「つながる」「重ねる」と融合させることにより，本校

における教育開発を一本化することを目的とし，「共学



／共働／共創」の３つのフェイズの構想を立て，一連の取組を図のとおり整理した。この構想の下，

別項に示す各授業，課題研究における実践を平成 30 年 11 月 22 日（木）に実施した。 

イ．研究仮説 

上記の３つのフェイズの有機的連関により「地域共創型グローバル・イノベーティブ・リーダー」

の育成がより促進される。 

ウ．内容 

１年生を対象として SSH，SGH-A 関連科目などの授業において興味・関心を抱いた事項をテーマ

に、研究した成果の進捗況をポスターセッション形式で発表会を実施した。 

エ．成果 

SSH と SGH-A で行う研究開発を統一的な構想のもとで一本化したことにより，本校が育成すべ

き生徒像がより明確化するとともに，「主体的・対話的で深い学び」の具体的内容について，その内

実に関して教員間での共通理解がより深まった。課題研究ﾍﾞｰｼｯｸの時間内でのミニ発表，評価は実

施しているが，学年単位での実施は初めての体験であった。発表者としての立場もさることながら，

評価者として視点も一層養うことができた。課題研究 B の最終発表として学年末には，本学附属桃

山中学校生対象のポスター発表を予定している。その場に向けてのさらなる探究心を養うことがで

きた。 

 

④国立台中第一女子高級中学（台湾）との交流授業 

２年生の「課題研究Ａ」の授業において，台湾との交流事業で国立台中第一女子高級中学と【ｲﾔ

ﾌｫﾝを用いた光通信】作成の探究活動に取り組んだ。授業の説明から，探究活動の進め方など全て，

生徒が英語を駆使して工夫して説明することで，英語によるサイエンスコミュニケーション活動を

実践できた。 

 

 

＜仮説（ⅲ）について＞ 

（３）探究型課外活動ＳＳＣ・ＳＳＮの深化とプログラム化 

 SSH 研究指定第２期から実施している SSC 活動，および第３期から実施している SSN 活動の成

果をより大きいものにするために，授業との関連付けを強化しプログラム化を図ることにより，新

しい科学的な価値の創造が実践されると考えられる。 

 

① 課題研究活動の深化を目的とし，SSC 活動と授業との連携の強化 

ア．化学クラブの取組（詳細は❹関係資料 資料６ SSC 活動記録 整理番号:17 参照） 

環状オリゴ糖であるシクロデキストリンをテーマ物質として扱い,大阪大学大学院と連携しなが

ら企業などの支援も受けて活動した。 

平成 30 年 1 月 クラブ立ち上げ 

  〃 2～4 月 先行研究調査，テーマ立ち上げ（Nature Chemistry，Macroscopic self-assembly 

through molecular recognition より）４テーマを決定 

  〃   5 月 論文著者研究室訪問，各テーマへのアドバイスを受けた。 

5 月下旬より４グループがそれぞれ放課後に週 2～3 回の研究活動を開始，週一回の定例会で一

週間の進捗を発表・ディスカッションを行った。6 月時点では，52 名（1 年 29 名，2 年 23 名）が

参加した。 

 発表会参加などの活動は，平成 31 年 2 月 3 日現在 6 回行い，延べ 10 賞を受賞している。また，

平成 31 年夏までの発表会参加を 2 回予定している。 

クラブ員のうち，２年生 23 名に平成 31 年 1 月末にアンケートを実施した。結果，化学や研究活

動に対する興味喚起，課題解決能力，考察力・論文執筆能力の向上を生徒が自信が自覚しているとい

う結果が得られている。 

化学クラブ発足から 1 年が経過し，代替わりの時期となっている。この時期に生徒のモチベーシ

ョンを維持させる工夫として夏までの発表会参加を生徒に提示した。今後の効果を期待している。 

 

イ．武田薬品薬用植物園訪問実習（化学分野） 

第２学年テクニカルサイエンスならびに課題研究アドバンスの授業と連携し，薬用植物園の見学

及び薬作り体験を通じて，現在流通している薬と薬草との関係を知り，課題研究に活かすことを目

的に，武田薬品薬用植物園訪問実習を実施した。事前学習として，京都大学大学院薬学研究科の伊藤



美千穂准教授の協力を得て，現在流通している薬と植物との関係や歴史および薬学関係への進路を

考える上で指針となるような講義をしていただいた。詳細は下記の通りである。 

＜事前学習＞実施日時：平成 30 年５月 15 日（火）第４限 

      参加者：２年１組 37 名 

      場 所：本校化学教室 

      講 師：京都大学大学院薬学研究科 准教授 伊藤美千穂 先生 

      講義テーマ：「薬と植物の関わり」 

＜訪問実習＞実施日時：平成 30 年６月４日（月）13:30～16:00 

      参加者：２年１組 37 名 

      訪問場所：武田薬品工業株式会社 京都薬用植物園 

      実習内容：①薬作り実習（75 分）②園内見学（75 分） 

 

ウ．古典を科学する 

SSC(SSN)活動として，11 月に「古典を科学する」というテーマで，古典と英語，化学のコラボ

レーション授業を実施した（詳細は❹関係資料 資料６ SSC 活動記録 整理番号:11 参照）。今年

度のテーマである【『右』･『左』】をテーマにした教科連携のアクティブラーニング型協働授業を校

内で実施，さらに SSN 協力校において出前授業として実施した。中世，近世における｢鏡｣のとらえ

方を古典の題材から学び，さらにグローバルな視点から見つめ直しながら青銅の製作や銀鏡反応実

験を実施した。 

 

② 課題研究の実践の場として，授業と SSC 活動の連携を深め，科学の甲子園・科学オリンピックをは

じめとする各種コンテストへの参加促進 

科学の甲子園等の課題解決型コンテストに参加することは，課題研究の成果を評価する場であり，

科学的人材のリーダー育成においては欠かせない経験である。 

今年度の参加状況および結果は次の通りである。 

No SSC 活動等 コンテスト名 参加人数 

1 地理クラブ 地理オリンピック  15 

2 情報クラブ パソコン甲子園 2 

3 数学クラブ 日本数学オリンピック 9 

 

※課題研究の発表の場として，１年生課題研究ベーシックで取り組んでいる研究成果，および化学クラ

ブの成果について 13 名が 6 件の発表を，東京都立戸山高等学校第 7 回生徒研究発表会において発表

した。 

※地理クラブ員 7名が，日本地理学会において，3件のポスター発表を行った。 

※その他の化学クラブの発表については，❹関係資料 資料６ SSC活動記録 整理番号:17参照 

 

③ SSC の目的別グループによるプログラム化 

第３期までにおいて，本校の SSC 活動は，「文理に関係なく，自分の学びたい活動を自由に選択

できる」ことが大きな特徴であった。このことは，自分が選択したコースによらず，科学を学ぶ機会

を与えられ，積極的に関わることで大きな成果をあげてきたことには違いない。しかし，生徒がより

明確な目的をもって SSC 活動に参加できるようにするため，約 20 ある SSC 活動を，次の４つのグ

ループに分け，各活動がどのような力を育成できるのかを明確にし，生徒が主体的に目的意識を持

って活動を選択できるようにした。 

Ａグループ：授業を深化する探究実践・実習活動 

Ｂグループ：総合的なサイエンスワークショップ 

Ｃグループ：外部コンテストを見据えた長期的活動 

Ｄグループ：サイエンスコミュニケーション実践 

プログラム化の最終目標としては，Ⅰ．課題研究深化コース，Ⅱ．コンクールチャレンジコース，

Ⅲ．サイエンスコミュニケーション実践コース，Ⅳ．科学技術イノベーションリーダー育成コースで

ある。A～D グループへの分類とⅠ～Ⅳへの関連について，再検討を現在感じている。なお，今年度

実施した SSC 活動および活動報告書は，❹関係資料 資料５および６参照。 

 

 



４．実施の効果とその評価 

「kyo2 サイエンスプログラム」の３つの研究開発課題について，その効果と評価について報告す

る。 

 

（１）課題研究を推進する総合的な思考力・判断力，コミュニケーション能力の育成をふまえた，理科

を中心とした教科連携のアクティブラーニング型教育課程の編成と実践 

 

①「トータルサイエンス」および「テクニカルサイエンス」，「課題研究」の教育課程における設置 

「トータルサイエンス」と「課題研究Ｂ(ﾍﾞｰｼｯｸ)」は 1 年次に，｢テクニカルサイエンス｣と「課題研究

Ａ(ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ)」は 2 年次に設置している。「テクニカルサイエンス」は，「トータルサイエンス」での融

合的な学びを，より専門的に学ぶことを意図して設置した。そして「エネルギー領域」，「物質領域」，

「生命領域」の３領域をそれぞれより専門的に学習し，「課題研究Ａ」と連携しながら，「思考を促す

発問」，「グループでの協働学習」，「ディスカッションやプレゼンテーション等のパフォーマンス課題」

の３点を重点に取り組んだ。さらに，作年度末より通年型の SSC 活動のひとつである化学クラブを

立ち上げ，特に｢テクニカルサイエンス」や「課題研究Ａ」とは比較的強い関連を持たせた。 

平成 30年 2月 8日に 2年生を対象にアンケートを実施した。アンケートは以下の設問で行なった。 

また、アンケートをとる際に、課題研究 B、課題研究 Aについて書くこと、また、SSC化学クラブ(通年

での探究型 SSC)に所属している人は化学クラブでの研究活動も視野にいれて書くように指示した。 

設問：本校の SSH での「課題研究」があなたの学習に与える影響について、本校での 2 年間の SSH「課

題研究」の取り組みで、以下の項目についてどの程度伸ばすことができたと感じますか？ 

それぞれの項目について、５：大変伸びた、４：ある程度伸びた、３：どちらともいえない、２：あま

り伸びていない、１：ほとんど伸びていないの５段階評価を行った。アンケート結果を化学クラブに所

属していた生徒とそうでない生徒に分けて集計し、比較を行ったところ、以下のようになった。 

 
 

全体の平均としては 3.0を上回っていたため、課題研究 Bおよび課題研究 A での探究活動の成果とし

て、項目にある力を伸ばすことができたと考えている。特に協調性・主体性については 4.0付近になっ

ている。これは学習観の変容における、「強制的にやらされる」項目が減少したことにもリンクした結果

となっている。 

 また、化学クラブ参加生徒とそうでない生徒を比較したところ、全項目において有意な差が見られた。

特に課題設定や課題発見、そして研究内容に関する知識力や、それをもって実験観察を行い、その結果

と既存の理論や先行研究・論文と結びつけて考える考察力が化学クラブ参加生徒とそうでない生徒の間

で大きな差がでていた。授業である課題研究 B、課題研究 A を受けた上で、課外活動として探究型 SSC

を継続的に続けることで大きな成果につながったと考えられる。また、化学クラブ内でのアンケート調

査においても、生徒自身が自分は成長できたという実感を得ていることが明らかになった。(❹関係資

料 資料６ SSC活動記録 整理番号:17参照) 

 

②理科を中心とした教科連携 
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昨年度に引き続き，理科と他教科あるいは他教科間による教科連携・教科融合などの取組は前進

した。教員の間では「知識の融合」を意識した取組が，行われだされている。また，生徒が主体的に

活動しながら学習できるスタイルをとっていることが多く，まさしく自然にアクティブラーニング

の実践にもつながっている。 

このような実践が多く見られるようになった理由の一つとして，SSH 企画・推進会議を週に１時

間確保することで，機能できたことが大きいと考えられる。この会議には，副校長，教頭，教務部長，

研究部長，研究部 SGH-A 担当（英語科），理科・数学科・情報科・家庭科の各主任ならびに１，２

年担任をメンバーとし，SSH 実施計画書にもとづき，様々な企画を検討・推進していく校内組織で

ある（５．校内におけるＳＳＨの組織的推進体制参照）。この会議において，教科間の連携が進めや

すくなったことは間違いない。ここでの検討・決定事項を，各教科・学年が持ち帰り，教科会議・学

年会議を通じて共通理解を図ることができた。また，この会議のメンバーでない教科には，SSH 企

画・推進会議として依頼・伝達することで，学校全体の理解推進を図ることができた。次年度以降

も，教務部の協力を仰ぎ，授業時間内に設定できるように調整をする必要がある。 

 

③すべての教科におけるアクティブラーニング型授業の実践 

「３．研究開発の内容」でも報告したとおり，すべての教科においてアクティブラーニング型授業の

実践に向けた取組が行われ，SSH が学校全体としての取組として根付いていることが伺える。昨年

度に比べ，このことを意識した授業を行った教科・科目は確実に増えており，第４期 SSH 研究開発

の目標に近づきつつある。 

 

 

（２）グローバルな視点からのサイエンスコミュニケーション活動の実践 

 

①本学附属中学生とのサイエンスコミュニケーション活動 

附属中学校とのサイエンスコミュニケーション活動においては，平成 27 年度から続いて実施すこと

ができ（今年度は 3 月 5 日に実施予定），「課題研究 B」の集大成として高校 1 年生が取り組むための

一定の形式を築きあげることができた。 

次年度以降は，地域の小学生およびその保護者を対象にした取組の可能性を検討している。そのた

めには，本学と連携して，高校生が子どもの発達段階や教育心理を理解する機会を設けることも必要

と考えている。 

 

②国際性の育成～UK-Japan Science Workshop 2018 in Cambridge～ 

国際性を高めるｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動として，平成 16 年度により毎年，日本・英国交互で開催してき

た本ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ事業は，30 年度で 14 回目を数える。今回は UK-Japan Science Workshop 2018 in 

Cambridge として英国ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学を主会場として，同大学をはじめとする若手の研究者を新たに

講師に迎え，原子力の平和利用やﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰの可能性についてなど，最先端のテーマに内容を刷新し

て行なわれた。今回は，日本側から SSH 校を含む 25 名（本校生４名を含む），英国側から公立高校

を中心に 25 名が参加し，10 泊 11 日の合宿形式で，寝食を共にしながら１つのテーマについて実験・

討論を積み重ね，最終日の公開発表会において英語によるﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ発表を行った。（詳細は４．（２）

②参照）現地での研究および最終日の発表会に向けての準備として，出発前に英語によるﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮ

ﾝ技術向上を目指した実践演習とｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学での教授経験のある日本人研究者からの特別講義を実

施した。 

参加した日英両国の高校生は，互いの文化的差異を乗り越え，英語を共通言語として，実験・実習・

討論を積み重ね，発表会を成功させた。日本からの生徒は研修講師やﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰの力を借りながらも，

自分たちで主体的に，英語における表現力・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力・異文化理解の態度と能力を伸ばすことが出

来たといえる。こうした力は，価値観の複雑化・多様化が急速に進むｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会で活躍するための必

要とされるものであり，本ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟは，本校が目指す「地域共創型グローバル・イノベーティブ・リ

ーダーの育成」に資するところの大きい意義深い取組となっている。。 

また，期間中の Teachers’ Forum（教員交流会）では，参加教員は，ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学にて英国の科

学教育に関する教授法や教育制度について学美意見交換をする機会があり，英国の高校教員や若手

研究者と交流し，互いに科学に関するグローバル人材育成に関する諸問題への意識を共有すること

ができた。この経験は，本校での様々な教育実践に活かされている。 

 



③国立台中第一女子高級中学（台湾）との交流授業 

31 年度も実施予定である。30 年度より実施時期を１ヵ月遅らせ，「課題研究Ａ」の準備段階の取

り組みとして位置づけ，「テクニカルサイエンス」と連携した内容での実施を検討している。また，

ポスターセッションをプログラムに取り入れ，探究活動だけではなく，研究発表を英語で互いに行

うことで，生徒がより高いレベルでグローバルな視点からサイエンスコミュニケーション活動を実

践できるようなプログラムの開発を目指す。 

 

 

（３）探究型課外活動ＳＳＣ・ＳＳＮの深化とプログラム化 

前期までに多くの SSC を開発・設定し，活動も活発化してきたが，継続性という点において課題

が残るということをあげていた。そこで第４期においては，SSC 活動を見直し，授業との連携を強化

させることに加え，コース制をとりプログラム化を図ることを研究開発課題に設定した。 

昨年度年は各 SSC 活動を，Ａグループ（授業を深化する探究実践・実習活動），Ｂグループ（総合

的なサイエンスワークショップ），Ｃグループ（外部コンテストを見据えた長期的活動），Ｄグループ

（サイエンスコミュニケーション実践）の４つのグループに分類することで，各活動のねらいを明確

にした。しかし，プログラム化の最終目標であるⅠ．課題研究深化コース，Ⅱ．コンクールチャレン

ジコース，Ⅲ．サイエンスコミュニケーション実践コース，Ⅳ．科学技術イノベーションリーダー育

成コースに，バランスよくスムースに移行できる取り組みとできるところまでは至らなかった。発表

会などへの参加は活発になったものの，コンテストへの参加は定期考査と重なることもあったが減

少してしまった。 

ただ，地理クラブ，情報クラブ，数学クラブなどの継続的な課題研究を進める活動が，各種発表会

に参加したり，コンテスト出場を目標に掲げており、特に今後のコンテストでの成果に期待したい。 

また，化学クラブはより専門性を深め，創造的・発展的な内容に取り組み始めている。さら上級生

から下級生への代替わりを意識した活動を生徒たちが意識して行っていることから，より専門性の

高い発表会参加や受賞が期待できる。 

また，SSN 活動においても，開発から８年目を迎え，京都府内の高等学校に浸透しつつあり，受け

入れる活動以外に出向く活動も実施できた。これは，校内において教科連携やアクティブラーニン

グ方授業実践が普及し教化間や教員間での連携がとりやすくなった成果と考えている。 

 

 

５．ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況 

より充実した運営指導委員会を実施するため，毎回の委員会において，授業見学や SSH報告会・生徒

発表会をおこない，実際の課題研究授業やプレゼンテーション，ポスターセッションを見ていただく機

会を多くとれるよう計画した。これにより，より多くの委員の方に委員会にご出席いただくことができ

た。欠席された委員の方には，委員会当日の資料・議事録等を送付し、さらにコメントを返送していた

だき、これまで以上に委員の方からのご指導、ご助言を得ることができた。 

また，委員の方と生徒たちとの直接の交流の中で活発な意見交流が図られ、このことは委員会の充実

のみならず、生徒にとっても，当日の発表などに向けての意欲向上や，緊張感のある中での発表など，

より実践的な取り組みとなった。 

 

 

６．校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

学校として SSH に対して組織的に取り組むために，職員会議や校内の定例研究会において，本

校の SSH の取組内容や課題などを明らかにして，全教科の教員間で共通認識を構築するとともに，

SSH に関わる情報の共有を図った。右図は SSH 推進に関わる組織図である。 

＜運営委員会＞ 

学校運営の中で SSH の研究開発が目的を達するよう統括 

＜SSH 企画会議＞ 

運営委員会の方針に沿って SSH 実施計画書に基づき企画，検討 

＜SSH 推進会議＞ 

SSH 企画会議の企画に沿って研究開発を推進 

＜研究部：実施運営担当＞ 

研究開発の中心分掌（渉外，調整，経理含む）1)全体統括，2)国内担当，3)海外担当の３名体制 



＜教育課程研究委員会＞ 

本校理科教員ならびに本学理学科をはじめとする関係教員による新科目トータルサイエンスの研

究・開発 

各教科の教育課程の開発に関わる部分については，理科，数学科，英語科，情報科，家庭科を中

心に取り組み，SSH に関する行事などは，研究部全体で取り組むとともに，他の分掌，学年部など

にも協力を仰いだ。また，各学年への SSH 事業の浸透をはかるため，学年 SSH 担当をおき，SSH

企画・推進会議のメンバーとして会議に参加することで連携を強め，各事業がスムーズに運べるよ

うにした。 

年度当初には，全教科が「SSH 研究計画」を策定し，それに沿って年間を通して SSH に関わる

研究並びに教育実践を行うこととしている。その成果は，「教育実践研究集会」（→資料９）において

発表し，研究紀要を発行することにより広く公開している。これらの取組を通して，互いの実践を知

ることにより，学校全体で取り組む体制作りを行っている。 

 

 

７．研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及 

（１）課題研究を推進する総合的な思考力・判断力，コミュニケーション能力の育成をふまえた，理科

を中心とした教科連携のアクティブラーニング型教育課程の編成と実践 

「トータルサイエンス」の開発を始めて４年が経過した。開発の方向性としては，融合領域を取

り扱う１～２時間のプログラムをより多く開発し，その指導案を公開することで，SSH のような特

別な教育課程を持たない一般の学校において実践しやすいプログラムの開発を目指すことである。 

さらに，「トータルサイエンス」で実践した科学的知識の融合が，「課題研究Ｂ」の実践において

「問い」を生み出す原動力になる可能性が昨年度見い出せた。それを受けて今年度は「テクニカルサ

イエンス」と「課題研究Ａ」の実践において，＜仮説ⅲについて＞で述べたように，生徒の学習観の

変容につながったのではないかと考えている。 

また，評価については，ルーブリックの運用ができてきた。今後は，様々な場面においてルーブ

リックを運用をしていく。そして，課題研究における課題別 Can-Do リストの作成を目標としてい

るが，現在公開できるまでには至っていない。本学との連携による教育課程研究委員会においても

さらに研究を重ね，広く普及できるようにしていきたい。 

 

（２）グローバルな視点からのサイエンスコミュニケーション活動の実践 

今年度は，サイエンスコミュニケーション活動として，①附属中学生との活動，②Japan-UK 

Science Workshop における活動，③国立台中第一女子高級中学（台湾）との交流授業を実践するこ

とができた。また，課題であったすべての生徒が発表者としての経験ができる、ようになる予定（3

月 5 日に最終クラスで実施）である。また，①の附属中学生とのサイエンスコミュニケーション活

動においては開発から４年が経過し，一定の形式を作りあげることができた。今後は，小学生やその

保護者を対象としたサイエンスコミュニケーション活動が実践できるような場を設定することを視

野に検討している。あわせて本学と連携し，高校生が発達心理学などに接する設けたい。また，これ

らの活動はホームページなどで積極的に発信することで，成果の普及としたい。 

 

（３）探究型課外活動ＳＳＣ・ＳＳＮの深化とプログラム化 

今年度は，SSC 活動を４つのグループに分類はできたが，コース制によるプログラム化までは至

り切らなかった。今後も，SSH 企画･推進会議を有機的に機能させ，SSC プログラム化に向けた取

組をより一層強化していく。 

４月の SSH オリエンテーションにおいて，プログラム化の主旨を説明し，目的意識をもって SSC

活動に参加させるよう指導してきた。結果として生徒の延べ参加数は高まった。気軽に科学的体験

を経験できるのも SSC 活動の魅力であるため，多くの生徒に科学的体験をさせる水平展開はより一

層裾野を広げた。また，一部の生徒であってもより高次元な科学的探究活動に挑戦させる垂直展開

も化学クラブの取り組みに見られるように発展した。それらのバランスをとりながら，学校全体の

科学的人材育成に向けた「kyo2 サイエンスプログラム」を目指していきたい。 

  



◎成果の普及方法について 

成果については，SSH 生徒研究発表会や全国 SSH 研究発表会，全国 SSH 校における合同発表

会などで発表することにより普及していくことと，活動のまとめとしてサイエンスレポートを書か

せ，サイエンスレポート集として発行し全国に配布することで広めていくことは，今後も継続して

いく。 

本校で予定している成果普及の方法は以下の通りである。今後，さらに充実させていきたい。 

・ 教育実践研究集会における他校教員に対する報告・発表（時期は未定） 

・ 研究紀要による報告・発表（３月） 

・ サイエンスレポート集（日英 SW，筑波 SW，SSC･SSN 活動）の発行（３月） 

・ 生徒研究発表会（ポスターセッション，口頭発表など）の開催 

・ 中学生や小学生などに対するサイエンスコミュニケーション活動の開催 

・ 外部の学会・研究会・セミナーなどでの発表・実践報告 

  



❹関係資料（平成３０年度教育課程表，データ，参考資料など） 

資料１：平成３０年度教育課程表（※は SSHに関わる学校設定科目） 

  

 

平成 28･29･30 年度入学生(52･53･54 期生)教育課程表 



資料２：平成 30年度 SSH運営指導委員会の記録 

 

＜第１回＞ 

１．期日  平成 30 年 11月 22日（木） １４：００－１７：５０  

（運営指導委員会は１６：５０－１７：５０） 

２．会場  本校応接室ほか 

３．出席者 ○運営指導委員：（順不同） 

功刀 滋 様（京都工芸繊維大学名誉教授），佐藤 文彦 様（京都大学名誉教授） 

山岡 祥二 様 株式会社山岡製作所会長 

  ○本校： 

榊原典子（校長），市田克利（副校長），高安和典（教頭），岡本 幹（教務部長）， 

上岡真志（研究部長），井上嘉夫，佐古孝義（以上研究部 SSH担当） 

４．内容（次第）  

（１） 授業見学：（14:30－15:20） 

  ○課題研究ベーシック（1-3） ○トータルサイエンス（1-2） 

（２） SSH/SGH-A報告会・生徒発表会（15:40－16:30） 

○プレゼンテーション ○ポスターセッション 

（３） 会議：（16:30－17:30） 

① 開会挨拶 

② 授業見学を終えて各委員の先生からご講評 

③ 報告：SSH第４期の研究開発計画と進捗状況について 

  １）2018年度 SSC活動計画 

  ２）UK - JapanScience Workshop 2018 実施報告 

  ３）筑波サイエンスワークショップ 2018計画 

  ４）SSH/SGH-A報告会･生徒発表会について 

④ 質疑応答，意見交換 

⑤ 閉会挨拶 

 ＜会議報告＞  

運営指導委員より 

●課題研究ベーシック、トータルサイエンスの授業は、大変興味深く感じた。特に、

授業の内容もそうだが、複数科目の先生方がこうした機会に科目を超えて交流され

たということがとても良かったのではないかと思う。また、理系、文系とも、見て

いる現象が見方によっては、解釈が変わるという視点を取り上げており、考える力

をつける良い教材になっていると感じた。生徒に多様な考え方を身につけさせる上

で、教員の捉え方にも多様性があると教えることは、考える教材として、とてもよ

い実践だと思った。 

プレゼンテーションでは、それぞれの生徒が、自分の頭で考えて、発表していたこ

とが印象的だった。化学クラブ活動の発表は、受け入れ先の先生の指導が強いので

はないかという他の運営指導委員の先生のご意見もあるが、生徒さんたちが、考え

るきっかけになっていれば良いと思う。 

 現象を見て、「何故だろう」、「本当だろうか？」という疑問を持つこと、また、そ

の時点ではわからなくとも、そうした疑問（好奇心）を持ち続けていただければ、

自ずと、考える力は身につくと感じた。 

 また、留学プログラム、エンパワーメントプログラムに関しての発表とも、自分

がなりたいこと、自分を肯定的に捉えることの重要性を取り上げていたことは、ま

さに、いまの日本における閉塞感を打破する上で重要であり、詰込み型学習をして

いない本校の在るべき姿を示し、また、実践されていると感じた。 

 

●プレゼンテーションでは、堂々としていて発表のレベルも高かった。大学で活動

や他校との連携は、生徒にとっても学校だけでは学べない刺激があり良いと思う。

ガリ勉でなく、御校が目指している人材の育成をこれからも実践して欲しい。今後

企業との連携をどうしたら良いか、との話題が出たが、大学とのインターンシップ

のようなものならイメージできる。またさらに今後企業と意見を交わしていけば、



方向性が見えてくるかと思う。 

 

●学生、特に大学院生の指導を通じて感じることは、科学研究の基礎として国語能

力が必要であり、きちんとした日本語が書けることと論理的な科学的思考ができる

ことには高い相関があるらしい、ということだ。きちんとした日本語が書けない学

生はその後も伸び悩むことが多い、と感じる。 

ＳＳＨにおける生徒の研究についても研究と同時に（場合によってはそれ以上に）

きちんとした日本語で報告文をまとめる教育が大切ではないか、と思う。このこと

は将来、科学に携わらない生徒にとっても必要なことである。 

また一言付け加えると、気持ちの表現というのは科学とは関係ないように思われが

ちだが、それは誤りと思う。科学論文は，気持ちが分かるように書かないと何を書

いているのか、意図が伝わらず誤読される論文になる。客観的事実を書きながら気

持ち（主観的判断）を伝える、というのが論文でも必要である。これは科学の専門

書でも同じことで、箇条書きのように科学的事実を並べて書いても意図が不明で読

んでもらえない。論文や専門書を読む際にも、著者の気持ちを読めないと記述され

た科学的内容の軽重の判断が狂う。 

日本語教育の役割は大きいと感じる。 

 

●生徒発表会について，それぞれの研究タイトルの付け方に工夫が見られ興味を

引こうとする意欲が感じられる。内容も多岐にわたっており、特定分野に偏るこ

となくバランスが取れていると思った。 

 

●ポスターセッションの課題研究テーマは高校生が興味を持つような内容が多い

のでよいと思う。もちろん先生方は指導されていると思いますが、人物・市販品な

どが研究対象となっているので、そのデータの扱いは充分に注意をする必要がある

かと思う。例えば、「人」を対象とする場合は、個人情報の取り扱いが必要になるか

と思う。 

 

●今回のように生徒との意見交換ができる機会は大変貴重だと感じた。運営指導委

員の先生方が直接、生徒から話を聞く機会は重要であるように思う。 

 

＜第２回＞ 

１．期日  平成３１年２月２１日（木） １５：３０－１７：４０ 

２．会場  本校応接室 

３．出席者 ○運営指導委員：（順不同） 

池田 勝彦 様（関西大学教授），大塚 浩二 様（京都大学教授）， 

功刀 滋 様（京都工芸繊維大学名誉教授），佐藤 文彦 様（京都大学名誉教授）， 

山田 道夫 様（京都大学教授） 

  ○本校： 

榊原典子（校長），市田克利（副校長），高安和典（教頭），上岡真志（研究部長）， 

岡本 幹（教務部長・理科主任），佐古孝義，井上嘉夫（研究部 SSH担当） 

４，内容（次第）  

（１） 授業見学：（15:30－16:20） 

○課題研究の授業見学 

（２） 会議：（16:40－17:40） 

開会挨拶・自己紹介 

① 報告：SSH 第４期の取組について 

(ア) 研究部長より 

(イ) ＳＳＨ担当より 

 ・筑波サイエンスワークショップ 

② 平成 30 年度の取組について 

③ 質疑応答，意見交換  

④ 閉会挨拶 



資料３：ＳＳＨ/ＳＧＨ－Ａ生徒研究発表会の記録 

 

１．期  日  平成 30年 11月 22日（木）7限（15:30～16:20） 

２．会  場  京都教育大学附属高等学校（体育館） 

３．内  容  課題研究ベーシックポスターセッション 

  発表者  １年１組，５組 

  評価・見学者 １年２組、３組，４組 

 

４．研究テーマ  

 イケメンの基準とは何だろう？ 

 食品を加熱すると何℃くらいで色が変わるか？ 

 快適な睡眠のヒミツ 

 辛いししとうを見つけて美味しく食べよう。 

 京都市内を走る鉄道に関する研究 

 優秀な洗剤はどれか？ 

 美人と可愛いの違い 

 かわいい動物でストレスを軽減できるのか。 

 食品用ラップの力 

 イケメンに科学的な魅力はあるのか？ 

 この写真，あなたは何色に見えますか？ 

 マーフィーの法則はどのくらい的中するのか？ 

 耳の不思議 ～ The Ear is Very Important ～ 

 チョコレートを食べると集中力はあがるのか？ 

 思い出を忘れないためには？ 

 物の水への浮き方に違いがあるのはなぜか？ 

 

 

 

 

  

  



資料４：ＳＳＮ交流校担当者会議の記録 

 

１．期日 平成３０年５月１７日（木） １６：４０～１７：４０ 

２．会場 京都教育大学附属高等学校 １階応接室 

３．出席者（敬称略，順不同） 

 京都府教育庁指導部高校教育課 園山 博 

 京都市教育委員会指導部学校指導課 宮越 敬記 

 京都聖母学院中学校・高等学校 畑中 佳月代 

 立命館宇治中学校・高等学校  渡辺 儀輝 

 本校 榊原典子（学校長），市田克利（副校長），上岡真志（研究部長） 

  岡本幹（理科主任），井上嘉夫，佐古孝義（以上研究部 SSH 担当） 

４．内容 ①挨拶 

     ②自己紹介 

     ③今年度の SSN 活動計画について 

     ④各校担当者の確認 

     ⑤「SSN 申し合わせ事項・事務手続き」の確認 

  (ア) 経費 

  (イ) 保険 

  (ウ) 引率 

  (エ) 手続きの流れ 

  (オ) ポストアクティビティ・サイエンスレポート・共通アンケート 他 

     ⑥その他（情報交換） 

  昨年度の取組についての総括 など 

 

  



資料５：平成３０年度 SSC・SSN活動実施計画一覧 

 



資料６：SSC・SSN活動報告書 

＜グループＡ：授業を深化する探究実践・実習活動＞ 
SSC 実施記録 整理番号 01 記録者名：古川 豊 

 分  野  活動 

タイトル 

      分析化学に関する講義・実験 

－ミクロ・ナノスケールの分離分析－ 理科・化学 

 実施日時   平成３０年７月２５日(水) 13：30～17：00 

 実施会場   京都大学 桂キャンパス 引率者 古川 豊 

 指 導 者   京都大学大学院工学研究科 教授  大塚浩二 先生 

 参加生徒  3年3名(男1名：女2名) （ただし，募集対象は３年生のみ） 

 目  標 (1)分析化学の意義や手法に関して学習する。 

(2)分析化学に関する実験を体験する。 

(3)京都大学桂キャンパスの概要とその研究活動を知る。 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項目の説明 

講 義 

（30分）  

 

実 習 

（180分） 

 

① ミクロ・ナノスケールの分離分析 

② ＨＰＬＣの実習概要 

③ 京都大学桂キャンパスの概要 

① ＨＰＬＣによる飲料中のカフェインの 

検出と定量 

② キャピラリー電気泳動の基礎と応用 

③ まとめ 

 

 

感想と評価 

少人数（3名）のため，1グループ編成として2テーマの実習課題を順次実施しました。参加生徒各人とTA担当の大学院生との間でコミュ

ニケーションを十分に取ることができ，丁寧な指導をすることができたと思います。どの生徒たちも熱心に実験に取り組み，活発に質問

や発言をしてくれました。TA担当大学院生にとっては，指導を実践する貴重な経験になったことと思います。 

身近にある飲料中のカフェインを高速液体クロマトグラフィーによって分析するというテーマや，キャピラリー電気泳動の基礎を学ぶテ

ーマを通して，これら機器分析法，また化学全般についての興味を喚起し，理解を深めるきっかけを与えられたとすれば，今回の研究室

訪問・実習は意義深いものであったと思います。 

本校教諭の感想

と評価 

 例年と同じく希望者に限ったため，意欲的でかつより深い実習ができた。TAとして大学院生がマンツーマンで関わっていただき，実

験方法や精密機器の仕組みを生徒一人一人に丁寧に説明していただいた。生徒も熱心に取り組む中で，研究の意義や研究者としてのあり

方を詳しく指導していただき，たいへん有意義な実習であった。大学の研究室を訪問し，大学教員や大学院生と身近に関わることにより

，将来像をイメージしやすくなり，高校３年生としての進路学習としても効果的であった。 

生徒の反応 生徒の感想（一部）は以下である。 

・普通なら使えないような機器を使わせてもらえて，とても貴重な体験となった。大学院生の人たちもとても優しく丁寧に教えてくださ

り，難しい内容だったけどとてもわかりやすかった。短時間で様々 な実験ができ，高校での実験とのスケールの違いを感じる機会だった

。 

・単一の試料で取ったデータと混合試料で取ったデータを見比べることで，目当ての試料についての情報が得られるのだということがわ

かった。分析分野では特にそうだったが，化学ではどの実験においても丁寧な操作が求められるので，今後の授業の実験でもそれを意識

するようにしたい。 

 
SSC 実施記録 整理番号 02 記録者名：古川 豊 

 分  野  活動 
タイトル 

      SSN製鉄所見学 

理科(化学) 

実施日時   平成 30 年 12 月 21 日(金)  8：30  ～  18：30 

 実施会場   株式会社神戸製鋼所加古川製鉄所 引率者 佐原大河，冨田滋子 

 指 導 者   株式会社神戸製鋼所加古川製鉄所職員、および本校教諭 古川 豊 

 参加生徒  本校生 1年54名(男28名：女26名） 2年4名(男2名：女2名) 合計58名(男30名：女28名)   

 目  標 製鉄所の見学を通して，ものづくりの現場に触れることやそのスケールの大きさを体験することにより，物質科学についての興味・関
心を高める。 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項目の説明（画像ﾃ゙ ﾀーなども貼り付けてください） 

12月20日(木)事前
学習 
(本校生対象) 
 
12月21日(金) 
製鉄所見学 

本校生を対象に事前学習として製鉄のしくみについてプリントを用いた講義を行い，かつ日本鉄鋼連盟作成のＤＶＤを見せて説明を行
った。プリントは，日本鉄鋼協会発行の冊子「鉄の世界」を用いた。また，当日に見学に際しての諸注意も行った。 
 
加古川製鉄所広報センターに到着後，昼食を兼ねてSSN活動として他校生との交流を図った。 
昼食後は，加古川製鉄所に関するビデオを視聴し説明を受けた。その後，見学者用上着・軍手・イヤホン・ヘルメットを着用し，説明を
聞きながらバスで移動し，敷地内を見学した。 
 はじめに，原料接岸場所付近で石灰石・コークスの各ヤードを車窓から見学し，その後，第三高炉で専門の技術者の方から，高炉設備
や集中管理システム等の説明を受けた。最後に，転炉工場を見学し真っ赤な溶けた鉄を目の前で見ることが出来た。 



見学後は，広報センターに戻り，鉄製品の最新技術や製品開発についての講義を受けた。 
 
 

本校教諭の感想と
評価 

事前学習では，鉄と人類の関わり，製鉄のしくみ等について教科書やプリントを用いながら説明を行った。さらにDVDで製鉄・鉄の利用
について学習をした。また，見学のポイント・事前の下調べ・質問事項についてもあわせて説明を行った。事前学習を見学一週間前に
設定したことは，生徒の様子からみて効果的であった。参加した1,2年生は「鉄」について未習であるため，より丁寧な説明を心がけた
事前学習となった。事前学習は本校生のみで，他校は各校で行っていただいた。 
見学当日は，実際に製鉄所のスケールの大きさに触れることができ，参加した生徒はとても感動した様子であった。特に，見学した転
炉工場では，普段目にすることのない真っ赤な溶けた鉄を見ることができ，鉄鉱石から鉄を取り出す醍醐味を体感できたことは，得難
い経験であることが，生徒の感想からも伺える。 

生徒の反応 以下は生徒の感想の一部である 

●鉄は身の回りにあふれているのにどうやって作られているのか、全く知りませんでした。今回、製鉄所に行くことで、インターネッ
トで調べるだけだったら得られなかった経験をさせてもらえて多くのことを学びました。自分たちが小さくなってしまったのかと思う
くらい製鉄所は大きく、迫力がすごかったです。−中略−（見学と講演を受けて、）鉄がどんなものにも活かせる可能性を持っているこ
と、その活かし方を人が見つけ出したことで、今の鉄で溢れた生活があるのかと思うと、橋も車も電化製品も当たり前に存在している
けれど、偉大なものなのだと気づくことができました。そして工業の発達は、失敗から学び、需要や快適さをとことん追求していくこ
とで、大きく前進していくのだと思いました。「鉄は今も、これからも旬だ」という言葉が講演の中でありました。今でも十分快適な
暮らしなので、これからどんな発達を遂げていくのか、想像もつきませんが、あの言葉のように、これからも鉄が私達の生活をより良
くしてくれるのではないかと思います。出来上がったものではなく、鉄という素材に目を向け、知れたことで、今までと見方が確実に
変わりました。製鉄所見学ができてよかったです。 

●製鉄所ほ見たことなかった。また、製鉄とは具体的に何が行われているのか知らなかった。―中略―製鉄では、化学の知識を用いる
こともあり、授業で習っている化学の知識がこのような形で役立っていると思うと、勉強に対する意欲も湧いてきた。 

●私は、製鉄所見学に行く前、鉄を自分の生活の中であまり深く考えたことがありませんでした。しかし、周りを見ると、釘、包丁、
コンセント、自転車の車体など、私の周りには鉄鋼背品がたくさんあり、私の生活は鉄がなければ非常に不便なものになるのではない
かとかんがえました 。−中略−また、「鉄は国家」という言葉も印象に残りました。調べてみると、ドイツのビスマルクが行った演説
で「ドイツの問題は言論によって定まらない。これを解決するのはただ鉄と血だけである」という言葉に由来するようです。−中略− し
かしそれば戦争に関わったことだけでなく、今も鉄は国家なのではないかと考えました。なぜなら鉄は目に見える形で社会貢献をして
いるからです。丈夫な建物や様々 な製品は必ずと言っていいほど鉄がなければ製造できません。また、日本の鉄鋼技術は世界でもハイ
レベルなものであるので、鉄鋼の技術があれば国際貢献もできるのではないかと思います。このように、今回製鉄所に見学した経験を
大切にして、これからの生活の中で、今までよりも鉄について考えていけるようにしたいです。 

 
SSC 実施記録 整理番号 03                          記録者名：辻 秀人 

 分  野  活動 

タイトル 

天体観測 

理科 

実施日時   平成30年 5月17日（木） 昼休み 説明会 

 ①6月15日（金） ②9月21日（金） ③11月9日（金） ④12月18日（火）  

⑤1月18日（金） ⑥2月22日（金） 

 実施会場   本校屋上・3Ｆ渡り廊下 引率者 辻・岡本 

 指 導 者   辻・岡本・ TA 岡和田 

 参加生徒  1年94名(男43名：女51名）2年27名(男6名：女21名) 

合計名(男49名：女72名)  

 目  標 望遠鏡，双眼鏡を用いた観測方法を習得する。 

月・惑星・星座などの写真撮影の技術を身につける。 

内 容 の 詳 細 

 項  目 項 目 の 説 明 

 5月17日（木） 昼休み 説明会 

① 6月15日（金）・・・上弦の月（地球照）・金星・木星 

② 9月21日（金）・・・金星の最大光度・土星・夏の大三角形・ペガスス座・月など 

③ 11月9日（金）・・・プレアデス星団（すばる）・アンドロメダ銀河・秋の星座の観測 

④ 12月18日（火）・・・ふたご座流星群（※14日21時に極大） 

⑤ 1月18日（金）・・・オリオン座大星雲・冬の星座の観測 

⑥ 2月22日（金）・・・冬の星座の観測・カノープス 



本校教諭の感想と

評価 

12月の流星が，極大からずれていたがいくつか観測ができ生徒は喜んでいた。 

月・惑星の観察は良くでき，生徒による撮影も行うことができた。 

生徒は熱心で本校のドームに設置されている大型の望遠鏡を整備し，動かすことにも取り組んでいた。 

生徒の反応 夜空をじっくり眺めるのは初めてのことで，楽しかった。 

ドームの天体望遠鏡を自由に使うことができたのが良かった。 

天体を自分のスマートフォンのカメラで撮影することができて，うれしかった。 

デジタルカメラで，月のクレーターをはっきり捉えることができて，感動した。 

もっと様々 な天体を，望遠鏡で観察したい。 

 
SSC 実施記録 整理番号 04                            記録者名：辻 秀人 

 分  野  活動 

タイトル 

スーパーカミオカンデ講演会 

理科 

実施日時   平成30年6月5日（火） 

 実施会場   本校多目的ホール 引率者 辻・岡本 

 指 導 者   京都大学  理学研究科 物理学第二教室 教授  中家 剛 様 

 参加生徒  1年80名(男41名：女39名） 2年10名(男5名：女5名) 3年2名(男2名：女0名)  

 聖母学院高等学校（女51名） 京都府立朱雀高等学校（男6名） 

合計147名(男52名：女95名) 

 目  標 スーパーカミオカンデがどういう施設であるか，ニュートリノの観測から何がわかるか理解する。 

内 容 の 詳 細 

 項  目 項 目 の 説 明 

 ・宇宙の誕生から現在の宇宙，未来の宇宙の姿について，我々 はどうのようにして知ることができるか。 

・素粒子の種類について。 

・ニュートリノの性質。 

・ニュートリノ振動，T2K実験について。 

・スーパーカミオカンデの光電子増倍管の仕組み。 

・1034年という陽子の寿命について。 

本校教諭の感想と

評価 

なじみのない素粒子を身近に感じ取れる内容であり，生徒も聴きいっていた。 

ニュートリノについて，さらにもっと知りたいと思う生徒が多かった。 

終了後，質問に行く生徒も見受けられ，意欲的な様子が感じられた。 

生徒の反応 T2K実験を行っている実際の施設を見て，そのすばらしさを体験したいと思った。 

などの感想があり，ニュートリノに興味・関心を持つ生徒が多く見られた。 

 
SSC 実施記録 整理番号 05                                  記録者名：平松 尚也 

 分  野 活動 

タイトル 

シロアリを知ろう  

  生物 

 実施日時  2018年5月26日(土) 

 実施会場 京都大学生存圏研究所    

 指 導 者   吉村剛 教授、平松尚也 

 参加生徒  1年9名(男6名、女3名)  2年1名(男1名)             合計 10名(男7名、女3名) 

 目  標 1.シロアリの生活を知る。 

2.シロアリを採集する。 

3.シロアリ腸内原虫を観察する。 

4.シロアリ及び他の昆虫の排出ガス量を測定する。 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項 目 の 説 明 

講 義・見学 講義「シロアリという不思議な虫の世界」と見学 

家屋の被害状況やシロアリの生態について説明を受けた。薬剤実験の様子なども観察できた。 

シロアリの 

採集 

松林内でのヤマトシロアリの採集 

構内の松林でヤマトシロアリや倒木に棲む生物を探した。しばらく雨が降らず、当日も晴天だったのでシロアリが地下に隠れる傾向があ

ったが、多数のシロアリを採取することができた。 

観 察 腸内原虫の観察 

ＴＡの方に腸内原虫の取り出し方を教わり、各自でプレパラートを作成し観察した。 

測 定 排出ガスの測定 

採集したヤマトシロアリ、イエシロアリ、その他倒木の内部に棲息していた昆虫の幼虫などが排出する水素、メタン濃度を測定した。 



指導者の感想と生

徒の反応 

高校に入って初めてのSSC活動であり、今後の活動の礎になる大切な体験である。メモを取り、カメラを駆使し、見るもの聞くもの全て

を吸収しようとし姿勢が見て取れた。ひとつひとつの現象に素直に驚き、何事にも楽しんで取り組んでいた。終了後、生徒それぞれに壁

新聞を書かせ、活動をまとめさせた。 

 
SSC 実施記録 整理番号：06 記録者名：井上嘉夫 

分 野 活動 

タイトル 
臨海実習 

生物 

実施日時   平成30年 7月25日(水)9：00 ～ 7月27日(金)16：30 

実施会場 京都大学フィールド科学教育研究センター 引率者 井上嘉夫 平松 尚也 

指 導 者   益田 玲爾（京都大学），井上嘉夫（本校教諭） 

参加生徒  1年 名(男12名：女8名） 2年 名(男 名：女 名) 3年 名(男 名：女 名)  

合計20名(男12名：女8名)  

目  標 1.ムラサキウニの人工授精と発生の観察  2.シュノーケリングによる磯観察 3.魚類心理学受講及び研究の方法を知る  4.旬の魚の解

体（3枚おろし）の体験と調理 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項目の説明（画像ﾃ゙ ﾀーなども貼り付けてください） 

日程 25日(水) 9：00 学校集合 

9：10 出発 

11：30 舞鶴実験所到着 

12：00～ムラサキウニの人工授精と発生の観察 

23：00 就寝 

26日(木) 6：00 顕微鏡観察（発生の観察） 

8：30～シュノーケリング講習会→乗船 

11：00～12：00 磯観察① 

13：30～15：00 磯観察②→乗船 

17：00～18：00 飼育棟見学 

18：00～20：30 解剖実習 

21：00～ 顕微鏡観察 

23：00 就寝 

28日（金）6：00～ 顕微鏡観察 

10：00～11：00 講義「魚類心理学」 

13：00 出発 

16：30 学校到着・解散 

指導者の 

感想と評価 

 例年充実した指導が出来たとの感想をいただいているが，特に今年度指導者（益田準教授）が感じられたことを記載する。今年の生徒たち

は，特に自発的によく動き，見ていて気持ちが良かった。今夏の臨海実習は例年になく暑かった。特に磯観察は水温も非常に高かった。「

魚類解剖学（調理実習）」で寿司を作る生徒がいた，そしてその後の皿洗いがシステマティック（指揮者がいた）だったこと。 

 筆者が指導したムラサキウニの発生観察においては，例年と同じくこの実習を通して飛躍的に顕微鏡の扱いや観察力が向上していること

，研究する上での信頼関係が気づけていることを評価する。 

本校教諭の感想と

評価 

1 例年生徒たちは，意欲的に取り組んでいる。発生の観察では顕微鏡の操作はできて当たり前，実験器具の使用が技能を評価されるため

の教具という意識から，実験目的を遂行するための道具であるという意識に，生徒が我々 の目の前で変容していく姿は見ることは大変やり

がいを感じるところである。 

2 研究所の飼育棟において，学生たちの研究内容を紹介していただく機会を設けている。実物を前に，仮説検証の方法である実験手法や

その発想を研究者から直接話を聞けることに生徒たちは探究に対する意欲をかき立てられているようである。 

3 磯観察 

生徒4名に対して指導者1名とし，生徒２名でバディーとなるバディーシステムをとっている。さらに丘より監視者2名，別途看護師1名，フリー

の教員1名の体制で臨んでいる。できる限り安全に実施できるように工夫を重ねているが，緊張を強いられる時間帯である。 

4 アレルギーなどの対応 

食物アレルギーを持つ生徒が年々 増加している。アレルギー対応食など出来る限りの対応をしている。研究所食堂，弁当屋などとのアレル

ギー対応状況の確認は当然であるが，保護者との連携により生徒の食材をクール便で配送いただくなどの対応も重ねた。 

生徒の反応 磯観察，発生観察，解剖実習，魚類心理学・環境DNAの講義 いずれも大変熱心に取り組んでいた。特に今年度は，講義についてもよく理

解していたことが感想文から伺えた。 

 
SSC 実施記録 整理番号 07                                      記録者名：平松尚也 

 分  野  活動 

タイトル 

SSN動物組織の観察  

 生 物 

 実施日時  2018年10月20日(土) 

 実施会場 京都教育大学生物学共通実験室 

 指 導 者 梶原裕二 教授、平松尚也   



 参加生徒 本校生 1年16名 (男7名、女9名)  

他校生 西舞鶴高校 女子2名、聖母高校 女子2名 

合計 20名 (男7名、女13名) 

 目  標 1.カエルの解剖を見ながら、個体が様々 な器官から成り立っていることやそれらのつながり方を確認する。その後、カエルの解剖を行なう

。 

2.簡易凍結切片法を用いて顕微鏡で組織を観察する 

3.発生の視点から、二胚葉性動物、三胚葉性動物のつくりと進化を学ぶ。 

                内 容 の 詳 細 

 日 程 

 

 

 

 

14：00 大学の実験室に集合 

マウスの解剖ムービー視聴 

簡易凍結切片法を用いた動物組織の観察 

講義 

18：00 終了 

実習内容 

 

 

【実習】アフリカツメガエルの解剖 

アフリカツメガエルの解剖を通して外胚葉、中胚葉、内胚葉系のつくり、消化器官系と循環器系のつながり方、内臓の位置関係などを学ん

だ。 

【実習】簡易凍結切片法を用いた動物組織の観察 

目的は ①動物組織を観察すること 

②組織の中で分裂している細胞を探すこと である 

マウス小腸などを用いて観察を行った。 

実験試料では細胞が規則正しく並んでいるようすが観察できた。生徒が作成した各切片を顕微鏡テレビで映しながらの解説は、切片の作成

技術はもちろん、組織の特徴を捉える視点を学ぶことができ大変効果的であった。特に小腸では、結合組織・筋組織・分裂組織・上皮組織

をヒドラでは二胚葉性動物の組織の特徴や細胞の形、その合理性を学ぶことができた。 

生徒の反応お

よび指導者の

感想 

脊椎動物の解剖は大変良い経験になった。両生類のため、臓器が哺乳類と同様にあり、良い学習になった。実物を使っての実習では、生徒

は自分の興味で観察をすることができる。より詳しく観察したいのであれば、時間をかけることができる。別のところを観察したいのであ

れば、その部分を開くことができる。生徒たちは、切片の作成・観察・解説いずれも熱心に取り組んでいた。 

 
SSC 実施記録 整理番号：08 記録者名：井上嘉夫 

分 野 活動 

タイトル 
ＤＮＡ鑑定とＰＣＲ法 

生物 

実施日時   平成 31 年 １ 月 ２６ 日(土) １０：００ ～ １７：００ 

実施会場   京都工芸繊維大学松ヶ崎キャンパス 引率者 井上 嘉夫 

指 導 者   森肇 教授  

参加生徒  1年21名(男4名：女17名） 2年2名(男0名：女2名) 3年0名(男0名：女0名)  

合計23名(男4名：女19名)  

目  標 （１）ＤＮＡ抽出法および増幅法(ＰＣＲ法)について学ぶ 

（２）ＤＮＡ分析法のひとつ「電気泳動」について学ぶ 

（３）コメのＤＮＡ分析を通して、品種や個体差(個性)がＤＮＡのレベルではどのような違いとして存在するのかを理解する。 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項目の説明（画像ﾃ゙ ﾀーなども貼り付けてください） 

事前学習①(100

分) 

事前学習②(50

分) 

①コメから抽出

されたゲノムＤ

ＮＡを用いて品

種鑑定を行う。 

 

②１粒の米から

ゲノムＤＮＡを

抽出する 

 

 

ＤＮＡについて 構造5’末端，3’末端，ＤＮＡの複製ＰＣＲ，電気泳動，ＤＮＡ鑑定の原理 

 

マイクロピペットの扱い方 ファーストストップ，セカンドストップ，減圧蒸発，パラフィルム上で一定量取り分ける練習 

 

すでに抽出済みのゲノムＤＮＡ（品種は伏せられている）を用いて、次の手順で品種鑑定を行う。 

 (1)ゲノムＤＮＡとプライマー（ＤＮＡの複製開始点として必要なＤＮＡ断片）とプレミックス液（ＰＣＲに必要な成分を含むもの）を

混ぜ、サーマルサイクラーにかける→(2)増幅されたＤＮＡをアガロースゲル電気泳動にかける→(3)ＤＮＡ染色剤を加える→(4)紫外線

を当てＤＮＡの帯（バンド）を確認、写真撮影する→(4)バンドのパターン・および品種特定ツールを用いて品種の鑑定を行う。 

 



(1)薬包紙に包んだ１粒のコメを木づちで破砕する→コメ粉末をエッペンチューブに入れ、アミラーゼを加える（＝デンプンを溶かす：デ

ンプンもＤＮＡと同じポリマーなので不要なデータとして紛れ込んでくる可能性があるため）→(2)タンパク質分解酵素を加える（ＤＮＡ

はタンパク質と結合した状態で存在する。ＤＮＡを抽出するには必要な作業）→(3)フェノールを加えタンパク質を完全に変性させる（4）

ＤＮＡはアルコールで洗い純化していく（遠心分離機使用）→(5)ＤＮＡのみを取り出して風乾する 

指導者の 

感想と評価 

例年のように生徒達は，熱心に取り組んでいた。班によって結果にばらつきがあったことが残念である。 

本校教諭の感想と

評価 

事前学習の成果がよく見られた。大半の生徒が最後まで集中して取り組めた。この取り組みは，午前中から操作，原理の説明の繰り返しを夕

方まで続ける。高校生には，理解の限界近くを要求する内容なので，好奇心と忍耐力の育成に大変適している。予定より補助員を大勢つけ

ていただき大変丁寧な指導をいただいた。ＴＡも今後に向けて，手順のマニュアル化を進めており，学生教育にも貢献していると感じた。 

生徒の反応 目に見えないＤＮＡを想像しながら操作することに興味を覚えた。複雑で難しい操作がたくさんあったが練習していってよかった。授業で

先生が大切だとおっしゃっていたことが次々 と出てきて，授業が大切だと思った。 

 
SSC 実施記録 整理番号 09                                   記録者名：平松尚也 

 分  野 活動 

タイトル 

 ショウショウバエの突然変異体の観察   

  ～お酒に強いショウジョウバエと弱いショウジョウバエ～   生物 

 実施日時  2018年8月8日(水)、9日(木) 

 実施会場 京都工芸繊維大学嵯峨野キャンパス 

 指 導 者   都丸雅俊 教授 平松尚也 

 参加生徒  1年6名(男4名、女2名)                         合計6名(男4名、女2名) 

 目  標 1.ショウジョウバエの形態や生活を知る。 

2.トラップおよびスウィーピングによるショウジョウバエの採集・観察を通して、ショウジョウバエの分類方法や生活環境を学ぶ。 

3. ショウジョウバエの突然変異体の観察、ショウジョウバエのアルコール耐性実験を通して、遺伝子と形質発現の関わりを理解する。性

別によって結果が異なるかどうかにも注目する。 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項 目 の 説 明 

講義・見学 ショウジョウバエと遺伝学について、約1時間にわたって講義を受けた。 

アルコール耐性実

験の事前準備 

エタノール、ペンテノールをショ糖溶液で段階的に希釈し、それぞれ6種類の濃度のものをつくる。それらを飼育ビンのろ紙に浸み込ま

せ、2系統のショウジョウバエ(どちらかがエタノール耐性を持たない突然変異体)をそれぞれ20匹ずつ入れる。 

ショウジョウバエ

の観察と分類 

昆虫を採集し、その中からショウジョウバエを見分け、双眼実体顕微鏡で形態を詳しく観察した。キイロショウジョウバエ以外のショウ

ジョウバエも見つけることができた。 

アルコール耐性実

験 

前日に準備した飼育ビンの中で、エタノールおよびペンテノールの飼育ビンで生きているショウジョウバエの個体数を数え、生存率を調

べた。 

指導者の感想と生

徒の反応 

遺伝子実験には、直接遺伝子そのものを扱うものもあるが、今回のように個体の観察から遺伝子に迫るような実験もあるのだということ

が体感できた。インターネットで何でも調べられる便利な時代だが、やはり体感に勝るものはない。熟し切ったバナナを両手で握りつぶ

す時、ビンを机に打ちつけてハエを底に落とす時、エチルアルコール・ペンテノールを薄める時、匂い・手触り・振動・温度等々 、様々

な情報が五感を通して脳に入ってくる。実習に参加したものにしか味わえない経験である。研究の種となる「疑問・発見」は実物に触れ

る中でこそ生まれることがよくわかる。 

 
SSC 実施記録 整理番号 11 記録者名 ：川井 亮 

分 野 活動 

タイトル 
古典の世界を科学する 

国語・理科・英語 

実施日時   平成30年 11月 20日（火） 13：３0 ～ 15：20 

実施会場 京都聖母女子学院高等学校 引率者 岡本 幹  佐古 孝義  川井 亮  



指 導 者   岡本 幹  佐古 孝義  川井 亮  

参加生徒  1年51名(男０名：女51名）   

 京都聖母女子学院高等学校 １年51名 

目  標 ・中世、近世の「鏡」について学ぶ。 

・古文作品の登場人物の心情を理解する。 

・実際に「鏡」を作り、古典と理科、またグローバルの視点から見つめ直した教科横断型授業を実施し、多角的な理解を促す。 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項目の説明（画像ﾃ゙ ﾀーなども貼り付けてください） 

 51名という人数であったため、２つのグループに分けた。（以下そのグループを①②とする。） 

①『更級日記』と『徒然草』に登場する「鏡」の記述をとおして「自分」という存在を考え、自己と他者を見つめ直す契機とする。 

②青銅の製作（演示実験）を行い、銀鏡反応についての講義を行う。 

①と②を50分ずつ交互に行った。 
 

指導者の 

感想と評価 

生徒たちは「鏡」の果たした社会・文化的役割の通時的・共時的理解を比較文化的視点で行い、「自己と他者を認識するとはどういうことか」と

いう古典作品が問いかける課題に自分なりの答えを考えることが出来たように思う。 

また、古文に出てくる「鏡」を他教科の視点から捉えなおすことで、多角的な視点から物事を見つめなおす一つの契機となったと考えられる

。 

本校教諭の感想と

評価 

 古の時代より存在する「鏡」の素材や用途を知り、自己と他者を見つめ直す契機となった。古文だけでなくグローバルの視点、あるいは理

科の視点などから物事を見つめ直す授業は教科横断型の融合的授業でもあり、先進的な取り組みになったように思われる。 

生徒の反応 ・鏡というテーマで古典、化学も勉強できて楽しかった。 

・鏡は時代の流れで役割が違うことがわかった。 

・鏡のつくり方、鏡の意味などわかり、幅が広がり楽しかった。 

・自分がどんな存在かとじっくり考えてみると、普段気づかない内面を見いだすことができ、それを鏡が表しているのだと思った。 

 
SSC 実施記録 整理番号 12 記録者名：佐古 孝義 

分 野  活動 

タイトル 

UK-Japan Science Workshop 2018 in Cambridge 事前学習会 

 英 語 

実施日時   第1回 平成30年6月16日（土） 15:00 – 18:00 

  第2回 平成30年6月30日（土） 15:00 – 18:00 

 

実施会場   第1回 LL教室 

第2回 多目的ホール 

引率者 佐古孝義 

指 導 者   第1回 野口 ジュディー 津多江先生（神戸学院大学 名誉教授） 

  第2回 ブダ 真里江先生（イノービア・テクノロジー行動科学コンサルタント） 

参加生徒  本校生徒２年４名（男２名：女２名） 

その他（洛北高校４名／立命館守山高校２名／立命館宇治高校２名 

京都聖母学院高校２名／京都大学ELCAS参加生徒４名）合計２０名  

目 標 第1回 英語でのプレゼンテーション技術向上 

第2回 グローバル社会で理系研究者として活躍するために必要なことを学ぶ 

                内 容 の 詳 細 

項 目 第1回 講義＋演習 

１．プレゼンテーション資料準備のチェックポイント 

２．プレゼンテーションするときのポイント について 

第2回 講義 

グローバル社会で理系研究者として活躍するために必要なことについて，ケンブリッジでの研究，

生活，文化的差異に関する考察などを加えた講義を実施した。 

指導者の 

感想と評価 

第1回の講師，野口ジュディー先生からは，「科学技術分野の英語も，文法などの基礎をしっかり押さえておくことが大切だ．語彙も

必要である。」という講評を頂いた．第2回のブダ 真里江先生からは，何事にも挑戦する姿勢の大切さを強調していただいた。 

本校教諭の感想と

評価 

帰国生以外の多くの生徒にとっては，英語によるスライド作成やプレゼンテーションの組み立てについて本格的に系統的に学ぶ最初の

機会であったこともあり，真剣な態度で講義や演習に臨んでいた。またブダ 真里江先生からは，英国式の教育と日本の教育との相違

点を数多く指摘してくださり，普段の授業や進路指導の参考になった。 

生徒の反応 事後アンケートや感想文では「英語によるスライド作成やプレゼンテーションの難しさが実感として分かり，現地での最後の発表会に

役立った」などの声がり，受講生の満足度は非常に高かったといえる． 

 
SSC 実施記録 整理番号 14                            記録者名：辻 秀人 



分  野  活動 

タイトル 

スーパーカミオカンデ研修 

理科 

実施日時   平成30年8月22日（水）～ 8月24日（金） 

実施会場   スーパーカミオカンデ他 引率者 岡本・辻 

参加生徒  1年17名(男13名：女4名） 2年8名(男3名：女5名) 

合計25名(男16名：女9名) 

目  標 (1)スーパーカミオカンデとその関連施設の見学や講義を聴き，素粒子物理学や宇宙に対する興味・関心を高める。(2)天体観測の技術の

向上。(3)砂防や河川の作った地形について学ぶ。 

(4)KAGRAの見学や講演を聴き，重力波についての知識を得る。 

内 容 の 詳 細 

項  目 項 目 の 説 明 

1日目 

 

 

2日目 

 

 

 

 

 

3日目 

奥飛騨砂防塾の見学と京都大学准教授による砂防に関する講義が行われた。夜は天体

観測を行った。 

 

（午前）スーパーカミオカンデ(東京大学)とカムランド(東北大学) 

の研究施設の見学した。 

（午後）東京大学宇宙線研究所において、東京大学教授による 

重力波に関する講義が行われた。その後，KAGRA坑内を見学した。 

夜は天体観測を行った。 

 

飛騨アカデミー会員による野外での地学巡検を実施予定だったが，雨天のため，講義に変更となった。 

引率者の感想と評

価 

砂防や地形の形成などについて現地で学ぶことができ，深い学びを得ることができた。素粒子は難解であるが，非常に丁寧にわかりや

すく話をしていただいて，生徒にもよく理解できていた。 

生徒の反応 最先端の施設を実際に見ることができ，非常に貴重な体験をしている3日間だった。 

12年ぶりにスーパーカミオカンデの中をのぞくことができたのが，印象的だった。 

砂防ダムの仕組みを学び，雨が降ると崩れる土砂について，科学的に考えられていることに，凄く印象に残った。 

 
SSC実施記録 整理番号：15                                記録者名：井上 嘉夫 

分 野 活動 

タイトル 
筑波サイエンスワークショップ2018 

物理・化学・地学 

実施日時   ２０１８年12月25日(火)～12月27日(木)  

実施会場 高エネルギー加速器研究機構 素粒子原子核研究所（KEK） 

物質・材料研究機構（NIMS） 千現地区 

産業技術総合研究所（AIST） 地質標本館 

引率者  

井上 嘉夫、新井教之 

石橋 篤（洛北高校） 

指 導 者 

（代表者） 

西田 昌平先生（高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所准教授） 

荒木 弘先生（物質・材料研究機構） 

中島  礼先生（産業技術総合研究所） 

参加生徒  1年５名(男３名：女２名） 2年１名(男１名：女0名) 3年0名(男0名：女0名)  

合計６名(男４名：女２名)  

目  標 世界的な科学技術拠点都市である筑波で研修することで，最先端の科学に触れ科学への探究心を育成する。実際に実験等に参加すること

で主体的に科学的手法や科学的思考を学ぶ。また得られた科学的事実を効果的に伝えるコミュニケーション能力も養う。 

内 容 の 詳 細 

 項  目 項 目 の 説 明 

 「素粒子の探索プログラムを用いて新粒子の探索に挑戦」 

用意された素粒子の探索プログラムをBelle実験で収集されたデータに対して実行させ，得られた結果を詳しく見ることにより，新しい

素粒子がどのようにして発見されるのかについて知見を得た。自分で新しい素粒子の探索プログラムを作成して，新粒子の探索に挑戦し

た。 

 「金属の低温脆性を知る」 

鉄をはじめ多くの金属には，ある温度以下で脆くなる「低温脆性」という性質があるが 

材料の粘り強さを調べるシャルピー衝撃試験を通して，金属の低温脆性について研究し 

た。また材料の強さについての基礎的データを得ることができる引張試験も経験した。 

 「地層と化石から地球環境のダイナミックな歴史を考えよう」 



実際に野外で調査を行い，地層の観察方法や大型化石、微化石の観察や処理方法を学んだ。そして得られたデータから，地球環境のダイ

ナミックな変化や過去に起こったイベントを推定した。 

指導者からの講

評 

毎年、最終日の午前中に物質・材料研究機構で成果発表会を実施している。ここで、３分野の研究の成果を発表した。 

そこでは、指導にあたっていただいた先生方から、熱心に取り組んでいたという過分の評価をいただいている。このような経験を高校生

ができたのは、すばらしい企画であるという言葉をかけてもらった。また、研究内容だけでなく研究者の姿勢など生徒にあたたかい言葉

をかけていただいた。その後の進路状況を聞いて、研究者冥利に尽きる、との感想もいただいた。 

生徒の反応 生徒の感想にも一様に研究者の方々 への感謝の言葉が述べられている。このような恵まれた時間をおくれたことは生徒自身も生涯の思い

出となると記している。 

その理由としては、研修で実際に取り組んだ手法は、スケールの大・小はあるが、研究者たちが実際に行って

いる方法であることによるところが大きい。さらに「研究所のどこか自由な空気に触れることができた」、「質

疑応答やスライドの作り方など反省点は多くあるが、それらすべてを自分の伸びしろだと考えて、まだまだ多

く残っている発表の場で生かして進歩させたい」と今回の研修を未来志向にとらえている生徒も多くみられた。 

 

 
SSC 実施記録 整理番号 17 記録者名：佐原 大河 

分 野 活動 

タイトル 
化学クラブ 

生物 

実施日時   平成 30年 1月 25日(月) ～ 継続中 

実施会場   京都教育大学附属高校 化学教室 

指 導 者 佐原 大河  古川豊  平松尚也   井上嘉夫   岡本幹   辻秀人 

参加生徒 1年  29名 2年 23名  合計 52名  

目  標 化学に特に興味関心のある生徒を対象に、化学や研究活動に対する興味関心のさらなる向上と研究活動を通して思考力・判断力・表現力や

課題解決力の伸長をねらいとした。 

内 容 の 詳 細 

 項  目                      項  目 の 説 明 

① 概要  環状オリゴ糖であるシクロデキストリンをテーマ物質として扱い、大学と連携しながら研究活動を推進した。研究の進行については生徒の

発想や考えを第一にしつつ、生徒が研究を”やらされている”ではなく、”自分たちの研究”と捉え続けることを留意しながらサポートを行っ

た。 

②連携機関 

指導者 

 

大阪大学大学院理化学研究科附属基礎理学プロジェクトセンター 

(研究指導・サンプル提供) 

 特任教授 原田 明   先生   特任助教 大﨑 基史  先生 

大阪大学高等共創研究院(研究指導・サンプル提供) 

 教  授 髙島 義徳  先生 

大阪大学大学院理学研究科高分子化学専攻(研究指導・サンプル提供) 

 助  教 小林 裕一郎 先生 

③協力機関 ユシロ化学工業株式会社 ( Adゲストモノマー提供 ) 

株式会社シクロケムバイオ ( MCT-β-CD 提供 ) 

株式会社J-オイルミルズ ( 油脂サンプル提供 ) 

京都府中小企業技術センター ( 粒度分布測定装置・UV-Vis吸光光度計 貸出) 

京都教育大学 (研究指導) 



④活動記録 ○化学クラブ立ち上げ(募集活動 H30年1月25日事前説明会) 

トータルサイエンスの授業内にて案内、事前説明会にて詳細説明(CDについて・原田先生の研究について) 

○先行研究調査およびテーマ立ち上げ (H30年2月〜4月) 

原田先生が2011年にNature Chemistryに発表された論文Macroscopic self-assembly through molecular recognitionを配布し、英文を読み解き内

容を把握した。また、ホストゲル・ゲストゲルの作成を行ない、接着実験を行い、そこから何を研究したいか、何が疑問かを書き出し、

テーマの立ち上げを行った。 

1.人工アメーバの作製、2. CDの包接の制御、3.乳化作用の検討、4.自己組織化への挑戦の4つのテーマが立ち、それぞれに生徒が所属し

研究をスタートした。 

○大阪大学研究室訪問 (H30年5月19日) 右写真 

連携機関指導者へテーマのプロポーザルを行ない、研究の進め方にたいするアドバイスをいただ

いた。また、研究室見学も併せて実施させていただいた。 

○研究活動  (H30年5月下旬〜) 

各グループごとに研究を進めた。毎週月曜日は定例会として、一週間の実

験の進捗を化学クラブ全体で共有し、ディスカッションを行った。 

(写真左：定例会 右：普段の様子) 

 普段の研究については1チームあたり週2〜3回の活動であり、土日に

活動することもあった。ただし、定期考査や文化祭等学校行事とのバラン

スをとりながら生徒たちにスケジュールを立てさせ、取り組ませた。 

○各種学会・発表会での発表(次項) 

○大阪大学研究室訪問 (H30年9月22日) 写真右 

原田先生、髙島先生、小林先生へ研究の進捗の説明を行った。その後先生方からのアドバイスをいただき、そ

れをもとに研究を進めた。 

またこの他にも株式会社シクロケムバイオへの訪問や中小企業技術センターへの測定(写真右)など、研究を

推進するために様々 な活動を行った。 

⑤学会や発表で

の活動 

H30.8/7〜9 SSH生徒研究発表会 ※生徒投票賞受賞 全テーマ融合 

H30.10/23  CSJ(日本化学会) 化学フェスタ 1,2(テーマ番号・以下同) 

H30.10/27 集まれ！理系女子第10回女子生徒による科学研究発表交流会※奨励賞受賞 

H30.10/28 第 35 回京都府高等学校総合文化祭自然科部門1,2(2つ),3※審査員特別賞受賞 

H30.12/25  CSJ近畿支部第35回高等学校･中学校化学研究発表会1,2,3,4※奨励賞受賞 

H31.2/3   東京都立戸山高等学校第７回生徒研究成果合同発表会4 

H31.3/16  京都市立西京高等学校課題研究発表会 (予定) 1,2,3,4 

H31.夏   全国総合文化祭佐賀総文(予定)   4 

指導者の 

感想と評価 

実験結果から考察を考える力、課題解決能力の伸長ははっきりと見てとれた。本校のSSH研究開発の仮説である、知識の融合と深化(化学を

超えて知識を活用していた。)、他者との協働(他者だけでなく外部機関にも生徒自ら研究協力交渉を行ない、実現していた。)、価値の創造(

あらたな発見を学会等で報告している)をある一定のレベルで立証できたと考えている。ただし、研究チームの代替わり(2年生から1年生へ

)における生徒のモチベーションの維持は最大の課題であり、”自分たちの研究”と捉え続けることをどのように仕掛けるか検討している。 

生徒の反応 H30.1.28で二年生のうち23名にアンケートを行った 。結果を報告する。 

目的である化学や研究活動に対

する興味喚起および課題解決能

力のみならず、考察力・論文執筆

力の向上を生徒自身が自覚して

いる。以上より、目的を十分に達

成できたと考えられる。 

 
SSC 実施記録 整理番号：18 記録者名：新井 教之 

 

分 野 
活動  地理クラブ 



地歴 タイトル 

実施日時   平成３０年６月１１日(月)～   

実施会場   本校ほか 引率者 地理歴史科教諭 新井 教之 

指 導 者   地理歴史科教諭 新井 教之 

参加生徒  1年 ７名(男 ５名：女 ２名） 2年 ７名(男 ４名：女 ３名) 3年 ２名(男 １名：女 １名)  

合計 １６名(男 １０名：女 ６名)  

目  標  ：2018年の12月に行われる国際地理オリンピック国内予選に参加し,2019年夏に香港で開催される国際地理オリンピック本選出場を目指し

ます 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項目の説明（画像ﾃ゙ ﾀーなども貼り付けてください） 

  毎週1回定期ミーティングを開いて，以下の活動を行った。 

 ①フィールドワーク・・・今年度は学校周辺，出町柳・吉田山，安土城・近江八幡においてフィールドワークを実施した。 

 ②研究発表・・・9月の文化祭，和歌山大学の日本地理学会において活動の発表を行った。 

② 地理オリンピックに向けた勉強会・・・12月の１次試験に向けて対策を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

   

↑地理学会の様子               ↑安土城フィールドワークの様子 

   

 

 

 

 

 

 

 

↑吉田神社のフィールドワークの様子   ↑学校の屋上での活動の様子 

指導者の 

感想と評価 

今年度は，１年生，２年生を中心にフィールドワークや地理オリンピックの勉強を熱心に行っていた。各自が興味を持つテーマについて，

調べて，本校の文化祭や日本地理学会秋季学術大会で発表を行った。地理についての興味・関心は高まったが，残念ながら地理オリンピッ

クの２次選抜に進出することはできなかった。 

生徒の反応 参加率は高く，自主的にテーマを決めて研究を行っていた。和歌山大学で行われた日本地理学会においても７名の生徒が３件のポスター

を作成した。フィールドワークの様子をみても，興味関心をもって取り組んでいた。 

 
 SSC 実施記録 整理番号 19                                 記録者名：山田 公成 

 分  野  活動 

タイトル 

情報クラブ 

 （情報技術） 

 実施日時  平成３０年５月 ７日～ １１月２６日（以降も不定期で実施予定） 

 実施会場  京都教育大学附属高等学校       

コンピュータ教室 

 

 指 導 者   京都教育大学附属高等学校  

        情報科教諭 山田 公成 

 参加生徒  １年  3名(男 2名：女 1名）     ２年  2名(男 1名：女 1名 ) 

 ３年   名(男  名：女  名 )       合計 7名(男 3名：女 2名 ) 

 目  標 商用プログラミングやロボット制御に必要なアルゴリズムを考える力や，プログラミング能力を身につけ，パソコン甲子園や日本情報オ

リンピック，ロボットコンテストなどの予選大会に参加し，それぞれの大会の本選への出場を目指す。 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項目の説明(画像ﾃ゙ ﾀーなども貼り付けてください) 



 講 義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作 業 

５月 ７日（月）オリエンテーション 

５月１４日（月）プログラミング講座①Ｃ言語の基礎・データ入出力 

５月２８日（月）プログラミング講座②過去問研究 

６月 ４日（月）プログラミング講座③過去問研究 

６月２５日（月）プログラミング講座④並べ替えアルゴリズム 

過去問研究 

７月１３日（金）プログラミング講座⑤関数・再起法アルゴリズム 

７月２６日（木）プログラミング講座⑥過去問研究 

８月 ２日（金）プログラミング講座⑦動的計画法アルゴリズム 

過去問研究 

９月１５日（土）パソコン甲子園２０１８プログラミングの部 予選大会参加 

１０月２９日（月）プログラミング講座⑧過去問研究 

１１月２６日（月）プログラミング講座⑨過去問研究 

 

 

 

 

 

 

 

指導者の 

感想と評価 

平成３０年９月１５日（土）に実施されたパソコン甲子園２０１８プログラミングの部予選大会では,本活動に参加している１年

生１名，２年生１名の１チームがエントリーしたが，予選は通過できなかった。平成３０年１２月１０日（日）に実施された日

本情報オリンピック予選大会については定期考査の期間を重なっており，残念ながら参加を見送ることになった。次年度のロボ

ットコンテストへの参加も見据えて，今後も継続して活動を続けていきたい。 

 
SSC 実施記録 整理番号 20 記録者名：平尾 嘉孝 

分 野 活動 

タイトル 
数学クラブ 

 

実施日時   平成３０年７月１７日(火)～平成３０年１１月２７日（火） 

実施会場   北会議室 引率者  

指 導 者   平尾嘉孝 山本健司 葛城元 

参加生徒  1年１１名(男１１名：女0名） 2年0名(男0名：女0名) 3年0名(男0名：女0名)  

合計１１名(男11名：女0名)  

目  標 数学にじっくり取り組む．数学オリンピックの予選に参加する． 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項目の説明（画像ﾃ゙ ﾀーなども貼り付けてください） 

 週１回集まって課題にしておいた問題を部員の前で解いて，理解を深める．今回は組合せ論の演習を中心に課題を出した． 

１月１４日に嵯峨野高校で行われた数学オリンピック予選に参加した． 

１月２５日現在部員の成績は届いていない． 

指導者の 

感想と評価 

部員の半数は毎回出席し，難しい問題にも取り組んだ．他の部員と協力して前回解けなかった問題を解くことができた．いろいろな発想に

触れることで思考力の向上につながった． 

本校教諭の感想と

評価 

ＳＳＨ予算で数学オリンピック関係の書籍を揃えたので，来年度以降はもっといろいろなタイプの問題演習ができると考えている． 

生徒の反応 楽しんで取り組む様子が伺えた．来年度も継続して参加したいと考えている部員もいるようである． 

 
SSC実施記録 整理番号：21 記録者名：井上 嘉夫 

分 野 活動 

タイトル 
全国SSH生徒研究発表会見学会 

科学 

実施日時   平成３０年８月８日(水) １０：５０  ～ １８：００ 

実施会場   神戸国際展示場 引率者 井上嘉夫，冨田滋子 

参加生徒  1年１１名(男７名：女４名） 2年４名(男１名：女３名) 3年 名(男 名：女 名)  

合計１５名(男８名：女７名)  

目  標 SSH指定校によるポスターセッションを見学することにより，科学的研究の内容，進め方， 

また発表の仕方について，具体例を通して学ぶ。 

                内 容 の 詳 細 

 項  目   項目の説明（画像ﾃ゙ ﾀーなども貼り付けてください） 

事前学習 校内にて，参加者に対し，当日の発表タイトル等を知らせ，興味のあるポスター発表について様々 な質問ができるよう，事前に調べておく



 

当日 

よう指示。 

会場にて，各自興味あるポスター発表について５つ以上参加した。 

本校教諭の感想と

評価 

参加者は少なかったものの，意欲の高い生徒ばかりであったため，５つ以上の発表を見学していた。現地滞在時間は，約３時間であったが

，興味のある発表ばかりで，時間が足りなかったようだ。 

生徒の反応 生徒の感想の一部は次の通りである。 

・様々 な研究発表を聞き，自分の知識の幅が広がった。発表を聞く側から学んだことをいかして発表したい。 

・課題研究の参考にするため参加した。参考に出来そうなところは多くあった。今後の研究に活用していきたい。 

・今回の発表会に参加し，吸収したことを別の機会でいかしていきたい。そして自分も全国レベルの発表ができるよう，勉強等一層頑張って

いきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料 7 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 知っていて大変興味があった 4 知っていてある程度興味があった 3 知っていたがそれほど興味はなかった 2 知っていたが全く興味はなかった 1 知らなかった 

5 大変伸びた   4 ある程度伸びた   3 どちらともいえない   2 あまり伸びていない   1 ほとんど伸びていない 



 

 

 

 

資料９：平成 30 年度教育実践研究集会の記録  

 

１．期  日  平成 31 年２月 15 日（金） ９：００～１５：４０ 

２．会  場  京都教育大学附属高等学校 

３．主  催  京都教育大学附属高等学校・京都教育教育創生リージョナルセンター機構 

４．後  援  京都府教育委員会・京都市教育委員会 

５．テ ー マ  「新学習指導要領の趣旨をふまえた授業開発」 

６．日  程 

8:30～9:00 9:00～9:50 10:05～10:55 11:05～11:55 

受 付 
公開授業Ⅰ 公開授業Ⅱ 

全体会・SSH 生徒発表 
課題研究発表Ⅰ 課題研究発表Ⅱ 

11:55～12:50 12:50～13:50 14:10 ～ 15:40 

昼休み 教科研究集会 講 演 会 

７．内  容 

 ＜全体会＞ 本校の研究体制について   研究部長 上岡 真志 

ＳＳＨ生徒発表       筑波サイエンスワークショップ 

 ＜講演会＞ 講演者：高見 茂 氏（京都大学学際融合教育研究センター特任教授、 

京都光華女子大学副学長、国際高等研究所副所長） 

 テーマ：新たな時代を生き抜くストラテジーの新展開  

−Society5.0 と教育の関係に注目して− 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


